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第72表 第332号住居跡出土遺物観察表・ ・・・ 225 第102表 第13号方形周溝墓出上遺物観察表・・ 290

第73表 第335号住居跡出土遺物観察表・・・・ 229 第103表 第18号方形周溝墓出土遺物観察表・・ 296

第74表 第336号住居跡出土遺物観察表・・・・ 231 第104表 第20号方形周溝墓出土遺物観察表・・ 298

第75表 第337号住居跡出土遺物観察表・・・・ 232 第105表 第21号方形周溝墓出土遺物観察表・ •301

第76表 第338号住居跡出土遺物観察表・・・・ 233 第106表 第25号方形周溝墓出土遺物観察表・ •306

第77表 第339号住居跡出土遺物観察表・・・・ 235 第107表 第26号方形周溝墓出土遺物観察表・ •307

第78表 第340号住居跡出土遺物観察表・・・・ 237 第108表 土壊出土遺物観察表 ・・・・・・・・・・ •362

第79表 第341号住居跡出土遺物観察表・・・・ 238 第109表 溝跡出土遺物観察表 ・・・・・・・・・・ •381

第80表 第343号住居跡出土遺物観察表・・・・ 240 第110表 第423号溝跡出土遺物観察表・・・・ •392

第81表 第344号住居跡出土遺物観察表・・・・ 241 第111表 第530号溝跡出土遺物観察表・ •392·393

第82表 第307号住居跡出上遺物観察表・・・・ 247 第112表 グリッドピット出土遺物観察表・・ •394

第83表 第308号住居跡出土遺物観察表・・・・ 249 第113表 グリッド遺物観察表・・・・・ •404·405

第84表 第310号住居跡出土遺物観察表・・・・ 250 第114表 その他の時期の遺構への

第85表 第314号住居跡出土遺物観察表・・・・ 255 混入遺物観察表・・・・・・・・・ • 412・413 

第86表 第316号住居跡出土遺物観察表・・・・ 257 第115表 表採遺物観察表・・・・・・ • • • • • • • • • 414 

第87表 第318号住居跡出土遺物観察表・・・・ 260 第116表 北島遺跡第19地点古墳時代前期

第88表 第319号住居跡出土遺物観察表・・・・ 260 第1群の住居跡一覧．．．．．．． 416・417

第89表 第320号住居跡出土遺物観察表・・・・ 263 第117表 北島遺跡第19地点古墳時代前期

第90表 第322・323号住居跡出土遺物観察表・・ 264 第2群の住居跡一覧．．．．．．．．．．．． 420

第91表 第324号住居跡出土遺物観察表・・・・ 266 第118表 北島遺跡第19地点古墳時代前期

第92表 第327号住居跡出土遺物観察表・・・・ 269 第3群の住居跡一覧．．．．．．．．．．．． 423

〈第2分冊〉 第119表 北島遺跡第19地点古墳時代前期

第93表 第1号方形周溝墓出土遺物観察表・・ 274 第4群の住居跡一覧．．．．．．．．．．．． 425

第94表 第2号方形周溝墓出土遺物観察表・・ 275 第120表 北島遺跡第19地点古墳時代前期

第95表 第4号方形周溝墓出土遺物観察表・・ 277 第5群の住居跡一覧．．．．．．．．．．．． 427

第96表 第6号方形周溝墓出土遺物観察表・・ 282 第121表 北島遺跡第19地点古墳時代前期

第97表 第7号方形周溝墓出土遺物観察表・・ 283 第6群の住居跡一覧．．．．．．．．．．．．429

第98表 第8号方形周溝墓出土遺物観察表・・ 284 第122表 北島遺跡第19地点古墳時代前期

第99表 第9号方形周溝墓出土遺物観察表・・ 286 方形周溝墓一覧 ．． ．．．．．．．．． 432・ 433 



写真図版目次

口絵1 方形環濠と第 1• 2群の住居跡 第201号住居跡

方形環濠と第 1群の住居跡 第201号住居跡遺物出土状況

口絵2 周溝が巡る第279号住居跡 第202• 204号住居跡

第1号木棺墓 図版6 第205号住居跡

図版1 方形環濠と第 1群の住居跡（西から） 第206号住居跡

方形環濠と第 1群の住居跡（南東から） 第209号住居跡

図版2 第464号溝跡東辺 第209号住居跡遺物出土状況

第464号溝跡北東隅付近 第208号住居跡

第464号溝跡南辺 第210号住居跡

第464号溝跡西辺 第211• 222号住居跡

第464号溝跡西辺 第212号住居跡

第464号溝跡覆土堆積状況(J-J') 図版7 第214号住居跡

第464号溝跡覆土堆積状況 (L-L') 第214号住居跡遺物出土状況

第464号溝跡覆土堆積状況 (N-N') 第216号住居跡

図版3 第464号溝跡K18グリッド遺物出土状況 第218号住居跡

第464号溝跡Ll7グリッド遺物出土状況 第219号住居跡

第464号溝跡Ml5グリッド遺物出土状況 第220号住居跡

第464号溝跡M14グリッド遺物出土状況 第220号住居跡遺物出土状況

第464号溝跡M14グリッド遺物出土状況 第220号住居跡貯蔵穴

第464号溝跡M13グリッド遺物出土状況 図版8 第223号住居跡

第464号溝跡M13グリッド遺物出土状況 第226号住居跡

第464号溝跡M13グリッド遺物出土状況 第227号住居跡

図版4 第464号溝跡M13グリッド遺物出土状況 第228号住居跡

第464号溝跡M13グリッド遺物出土状況 第229号住居跡

第464号溝跡遺物出土状況 第231号住居跡

第464号溝跡遺物出土状況 第231号住居跡貯蔵穴

第464号溝跡ヒト下顎骨出土状況 第234号住居跡

第464号溝跡シカ下顎骨出土状況 図版9 第233号住居跡

第197号住居跡 第233号住居跡

第198号住居跡 第233号住居跡遺物出土状況

図版5 第195号住居跡（北半部） 第238号住居跡

第195号住居跡（南半部） 第235号住居跡

第195号住居跡貯蔵穴 第235号住居跡遺物出土状況

第199号住居跡 第235号住居跡遺物出土状況

第200号住居跡 第235号住居跡遺物出土状況



図版10 第240号住居跡 第273号住居跡遺物出土状況

第241号住居跡 第275号住居跡

第242• 243号住居跡 第276号住居跡

第245号住居跡 第278号住居跡

第244号住居跡 第278号住居跡柱痕

第244号住居跡遺物出土状況 図版16 第278号住居跡遺物出土状況

第244号住居跡遺物出土状況 第278号住居跡遺物出土状況

第246号住居跡 第278号住居跡遺物出土状況

図版11 第247号住居跡 第278号住居跡遺物出土状況

第247号住居跡 第279号住居跡

第250号住居跡 第279号住居跡

第250号住居跡遺物出土状況 第279号住居跡

第249号住居跡 第283号住居跡

第251号住居跡 図版17 第284号住居跡

第251号住居跡遺物出土状況 第285号住居跡

第251号住居跡遺物出土状況 第287号住居跡

図版12 第253号住居跡 第289号住居跡

第255• 263号住居跡 第288号住居跡

第256号住居跡 第288号住居跡遺物出土状況

第257号住居跡 第288号住居跡遺物出土状況

第259号住居跡炭化物検出状況 第288号住居跡遺物出土状況

第259号住届跡貯蔵穴 図版18 第292号住届跡

第259号住居跡遺物出土状況 第292号住居跡遺物出土状況

第264号住居跡 第292号住居跡遺物出土状況

図版13 第265号住居跡 第292号住居跡遺物出土状況

第266号住居跡 第291号住居跡

第267号住居跡 第293号住居跡

第268号住居跡 第293号住居跡貯蔵穴

第2群の住居跡（南から） 第293号住居跡遺物出土状況

図版14 第2群の住居跡（東から） 図版19 第294号住居跡

第270号住居跡 第296号住居跡

第270号住居跡遺物出土状況 第297号住居跡

第270号住居跡遺物出土状況 第298号住居跡

第271号住居跡 第295号住居跡

図版15 第273号住居跡 第295号住居跡

第273号住居跡遺物出土状況 第295号住居跡遺物出土状況

第273号住居跡遺物出土状況 第295号住居跡遺物出土状況



図版20 第299号住居跡 第307号住居跡

第329号住居跡 第308号住居跡

第330号住居跡 第310号住居跡

第330号住居跡遺物出土状況 図版25 第311号住居跡

第330号住居跡遺物出土状況 第312号住居跡

第330号住居跡遺物出土状況 第314号住居跡

第330号住居跡遺物出土状況 第315号住居跡

第335号住居跡 第316号住居跡

図版21 第331号住居跡 第317号住居跡

第331号住居跡貯蔵穴 第319号住居跡

第331号住居跡遺物出土状況 第319号住居跡貯蔵穴

第331号住居跡小礫群検出状況 図版26 第318号住居跡

第332• 333号住居跡 第318号住居跡炭化物層検出状況

第332号住居跡貯蔵穴 第318号住居跡炭化物層検出状況

第332号住居跡遺物出土状況 第318号住居跡炭化物層検出状況

第336号住居跡 第318号住居跡遺物出土状況

図版22 第334号住居跡 第318号住居跡遺物出土状況

第334号住居跡遺物出土状況 第318号住居跡遺物出土状況

第337号住居跡 第321号住居跡

第338号住居跡 図版27 第320号住居跡

第339号住居跡 第320号住居跡遺物出土状況

第339号住居跡遺物出土状況 第320号住居跡遺物出土状況

第339号住居跡遺物出土状況 第324号住居跡

第339号住居跡遺物出土状況 第322• 323号住居跡

図版23 第340号住居跡 第322号住居跡遺物出土状況

第340号住居跡遺物出土状況 第322号住居跡遺物出土状況

第340号住居跡環状石器出土状況 第326号住居跡

第341号住居跡 図版28 第327号住居跡

第342号住居跡 第327号住居跡遺物出土状況

第343号住居跡 第327号住居跡遺物出土状況

第343号住居跡炭化敷物検出状況 第328号住居跡

第345号住居跡 第 1~9号方形周溝墓群

図版24 第344号住居跡 図版29 第 1号方形周溝墓

第344号住居跡炭化材検出状況（焼失住居） 第 1号方形周溝墓遺物出土状況（東溝）

第304• 305号住居跡 第2号方形周溝墓

第304号住居跡 第2号方形周溝墓

第306号住居跡 第2 • 3号方形周溝墓



第3号方形周溝墓 第 1号木棺墓

第4号方形周溝墓 第 1号木棺墓木口

第4号方形周溝墓遺物出土状況（東溝） 第 1号木棺墓木口

図版30 第6号方形周溝墓（北半部） 第510号土城

第6号方形周溝墓（南西部西から） 第510号土城

第6号方形周溝墓遺物出土状況（北西隅） 図版36 第557号土渡

第6号方形周溝墓遺物出土状況（北溝） 第659号土渡

第7号方形周溝墓 第445号溝跡

第7号方形周溝墓遺物出土状況（北溝） 第447号溝跡

第7号方形周溝墓遺物出土状況（北溝） 第423• 530号溝跡

第8号方形周溝墓 第423号溝跡遺物出土状況

図版31 第9号方形周溝墓（北半部） 第530号溝跡遺物出土状況

第9号方形周溝墓（南半部） 銅鏃 (Ll8グリッド）出土状況

第9号方形周溝墓遺物出土状況（北溝） 図版37 第464号溝跡出上遺物

第10号方形周溝墓 図版38 第464号溝跡出土遺物

第11• 13 • 15号方形周溝墓群 図版39 第464号溝跡出土遺物

図版32 第11号方形周溝墓 図版40 第464号溝跡出土遺物

第12号方形周溝墓 図版41 第464号溝跡出土遺物

第13号方形周溝墓 図版42 第464号溝跡出土遣物

第14号方形周溝墓 図版43 第464号溝跡出土遺物

第20• 21 • 23 • 24号方形周溝墓群 図版44 第464号溝跡出土遺物

図版33 第15号方形周溝墓 図版45 第464号溝跡出土遺物

第16号方形周溝墓 図版46 第464号溝跡出土遺物

第17号方形周溝墓 図版47 第464号溝跡出土遺物

第18号方形周溝墓 図版48 第464号溝跡出土遺物

第20• 21 • 23 • 24号方形周溝墓群 図版49 第464号溝跡出土遺物

図版34 第20号方形周溝墓 第195号住居跡出土遣物

第20号方形周溝墓遺物出土状況（北溝） 第199号住居跡出土遺物

第21号方形周溝墓 図版50 第199号住居跡出土遺物

第21号方形周溝墓遺物出土状況 第200号住居跡出土遺物

第25号方形周溝墓 第201号住居跡出土遺物

第25号方形周溝墓遺物出土状況（北西隅） 図版51 第201号住居跡出土遺物

第26号方形周溝墓 第203号住居跡出土遺物

第26号方形周溝墓遺物出土状況（南溝） 第206号住居跡出土遺物

図版35 第27号方形周溝墓 第209号住居跡出土遺物

第 1号木棺墓 図版52 第209号住居跡出土遺物

第 1号木棺墓 第211号住居跡出土遺物



第215号住居跡出土遺物 図版70 第278号住居跡出土遺物

図版53 第215号住居跡出土遺物 第279号住居跡出土遺物

第218号住居跡出土遺物 第288号住居跡出土遺物

図版54 第218号住居跡出土遺物 図版71 第288号住居跡出土遺物

第220号住居跡出土遺物 第292号住居跡出土遺物

図版55 第220号住居跡出土遺物 第293号住居跡出土遺物

第223号住居跡出土遺物 図版72 第293号住居跡出土遺物

図版56 第229号住居跡出土遺物 第295号住居跡出土遺物

第231号住居跡出土遺物 図版73 第295号住居跡出土遺物

第232号住居跡出土遺物 第296号住居跡出土遺物

図版57 第233号住居跡出土遺物 第297号住居跡出土遺物

図版58 第233号住居跡出土遺物 図版74 第298号住居跡出上遺物

第235局住居跡出土遺物 第299号住居跡出土遺物

図版59 第235号住居跡出土遺物 第330号住居跡出土遺物

第238号住居跡出土遺物 図版75 第330号住居跡出土遺物

第239号住居跡出土遺物 第332号住居跡出土遺物

第240号住居跡出土遺物 第335号住居跡出土遺物

図版60 第240号住居跡出土遺物 第337号住居跡出土遺物

第241号住居跡出土遺物 第338号住居跡出土遺物

第244号住居跡出土遺物 図版76 第339号住居跡出土遺物

図版61 第244号住居跡出土遺物 図版77 第339号住居跡出土遺物

図版62 第244号住居跡出土遺物 第340号住居跡出土遺物

第246号住居跡出土遺物 第344号住居跡出土遺物

第247号住居跡出土遺物 図版78 第308号住居跡出土遺物

図版63 第247号住居跡出土遺物 第310号住居跡出土遺物

第250号住居跡出土遺物 第314号住居跡出土遺物

第251号住居跡出土遺物 第316号住居跡出土遺物

図版64 第251号住居跡出土遣物 第318号住居跡出土遺物

図版65 第251号住居跡出土遣物 図版79 第318号住居跡出土遺物

第259号住居跡出土遺物 第319号住居跡出土遺物

第270号住居跡出土遺物 図版80 第319号住居跡出土遺物

図版66 第270号住居跡出土遺物 第320号住居跡出土遺物

第273号住居跡出土遺物 第323号住居跡出土遺物

図版67 第273号住居跡出土遺物 第327号住居跡出土遺物

図版68 第275号住居跡出土遺物 図版81 第 1号方形周溝墓出土遺物

第278号住居跡出土遺物 第2号方形周溝墓出土遺物

図版69 第278号住居跡出土遺物 第4号方形周溝墓出土遺物



第6号方形周溝墓出土遺物 F16グリッド遺物

図版82 第6号方形周溝墓出土遺物 F17グリッド遺物

第7号方形周溝墓出土遺物 図版97 Gl6グリッド遺物

図版83 第8号方形周溝墓出土遺物 G20グリッド遺物

第9号方形周溝墓出土遺物 H13グリッド遺物

第11号方形周溝墓出土遺物 H14グリッド遺物

第13号方形周溝墓出土遺物 H22グリッド遺物

第20号方形周溝墓出土遺物 図版98 I 21グリッド遺物

図版84 第20号方形周溝墓出土遺物 I 22グリッド遺物

第21号方形周溝墓出土遺物 J 17グリッド遺物

第25号方形周溝墓出土遺物 J 21グリッド遺物

第26号方形周溝墓出土遺物 L15グリッド遺物

図版85 第510号土壊出土遺物 L 18グリッド遺物

第552号土城出土遺物 図版99 M27グリッド遺物

第557号土渡出土遺物 Nl9グリッド遺物

第659号土壊出土遺物 N23グリッド遺物

図版86 第701号土壊出土遺物 N24グリッド遺物

第460号溝跡出土遺物 019グリッド遺物

第513号溝跡出土遺物 024グリッド遺物

第527号溝跡出土遺物 図版100P 14グリッド遺物

図版87 第527号溝跡出土遺物 P 16グリッド遺物

第423号溝跡出土遺物 P25グリッド遺物

図版88 第423号溝跡出土遺物 QlOグリッド遺物

図版89 第423号溝跡出土遺物 U29グリッド遺物

第530号溝跡出土遺物 X15グリッド遺物

図版90 第530号溝跡出土遺物 図版101第27号住居跡混入遺物

図版91 第530号溝跡出土遺物 第95号住居跡混入遺物

図版92 第530号溝跡出土遺物 第139号住居跡混入遺物

図版93 第530号溝跡出土遺物 第Y259号住居跡混入遺物

図版94 第530号溝跡出土遺物 図版102第Y259号住居跡混入遺物

I 19グリッドピット25出土遺物 第Y303号住居跡混入遺物

I 16グリッドピット17出土遺物 第Y305号住居跡混入遺物

J 18グリッドピット 1出土遺物 第Y269号住居跡混入遺物

図版95 A16グリッド遺物 第Y293号住居跡混入遺物

Dl5グリッド遺物 図版103第Y264号住居跡混入遺物

図版96 D15グリッド遺物 第Y417号住居跡混入遺物

Dl 7グリッド遺物 第Y359号住居跡混入遺物



第 6号掘立柱建物跡混入遺物

図版104第82号土堀混入遺物

第286号土壊混入遺物

第365号土壊混入遺物

第Y790号土渡混入遺物

第40号井戸跡混入遺物

第50号溝跡混入遺物

図版105第198号溝跡混入遺物

第266号溝跡混入遺物

第282号溝跡混入遺物

第343号溝跡混入遺物

第386号溝跡混入遺物

図版106第319号溝跡混入遺物

第Y364号溝跡混入遺物

第4号性格不明遺構混入遺物

表採遺物

図版107第464号溝跡 ・住居跡出上破片遺物

住居跡・溝跡出土破片遺物

図版108グリッド破片遺物

その他の時期の遺構への混入破片遺物

図版109玉類

石製品類

図版110第 1号木棺墓木棺

第 1号木棺墓木棺木口材
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第262図 北群の方形周溝墓分布図
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北島遺跡第19地点から発見された方形周溝墓は、

総数27基を数える（第 1~27号方形周溝墓）。いず

れも、調査区中央の南北方向に走る水路跡の東岸域

に所在する。方形周溝墓の分布する範囲には、該期

の住居跡が少ない（住居跡第 5 • 6群）。また、後

に造営された古墳跡の分布とも、ほぼ一致する。こ

れらのことから、調査区中央の水路跡東岸域は、こ

の時期から「墓域」として意識されていたことが想

定される。その一方で、方形周溝墓の分布範囲と住

居跡の分布範囲が重複する事実も残存していること

から、「墓域」という占地意識が「絶対的な集落原

則」ではなかったことも推測させる。

方形周溝墓の配置を詳細にみると、南北二群に分

割され、それぞれ異なる特徴が窺われる。

北群は、第 1~18号方形周溝墓の18基である

（第262図）。いずれの方形周溝墓も周溝部のみの検

出で、墳丘や埋葬主体部は発見されていない。全周

タイプの方形周溝墓を中心に、四隅切れタイプの方

形周溝墓や北島遺跡唯一の溝辺中央付近にブリッジ

をもつ第6号方形周溝墓も含まれる。分布範囲は、

住居跡第5群の範囲とほぼ一致するが、方形周溝墓

と住居跡との重複はきわめて少ない。方形周溝墓同

士の重複は、基本的には全周タイプの方形周溝墓と

四隅切れタイプの方形周溝墓の重複例であり、同じ

タイプ同士の方形周溝墓の重複はない。重複状況も、

方台部の大半が重複するような例はなく、その一隅
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第263図 南群の方形周溝墓分布図

や周溝内辺沿いのごく一部が重複しているに

すぎない。多くの場合、周溝を接する程度に

留まっている。方形周溝墓と方形周溝墓の低

い重複率には、配置の計画性の高さをみるこ

とができる。また、住居跡との董複もきわめ

て少ないことから、「墓域」という占地意識の

高さも窺われる。

北群は、方形周溝墓の形態の違いや配置か

ら、北側の第 1~10号方形周溝墓の10基と、

南側の第11~18号方形周溝墓の 8基に細分す

ることができる。

第 1~10号方形周溝墓は、古墳群との重複

関係がない。 10基の方形周溝墓のうち、 9基

は全周タイプの方形周溝墓である。残る 1基

は、溝辺中央付近にブリッジをもつ第6号方

形周溝墓である。四隅切れタイプの方形周溝

墓は含まれていない。方形周溝墓同士の重複

状況も、周溝外辺が接する程度である。この

ような状況から、方形周溝墓の配置に綿密な

計両性をみることができる。その一端として、

ほぼ同等の小規模な方形周溝墓が、方向を揃

えて密集する区域もある。

一方、第11~18号方形周溝墓には、古墳群

との重複がみられる。また、方形周溝墓のタ
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イプも、 8基のうち四隅切れタイプの方形周溝墓が

4基、全周タイプの方形周溝墓が3基を数える。方

形周溝墓同士の重複状況においても、周溝と周溝が

交差するような重複が認められる。このように、第

l ~10号方形周溝墓と様相を異にする。

南群は、第19~27号方形周溝墓の 9基である

（第263図）。 北群と同様に、周溝部が検出され、墳

丘や埋葬主体部は発見されていない。分布は、第6

群の住居跡とほぼ一致し、方形周溝墓と住居跡との

重複も著しい。また、北群の第11~18号方形周溝

墓と同様に、後の古墳群とも重複する。そのなかで、

平面台形を呈する形態の第19号方形周溝墓は、ひ

ときわ異質な存在である。他の 8基の方形周溝墓は、

軸方向を揃えて配置されている。密集度は高いが、

周溝と周溝を交差させるような重複はみられない。

四隅切れタイプの方形周溝墓もなく、全周もしくは

ー・ニ隅切れタイプの方形周溝墓で占められてい

る。このような状況から、方形周溝墓の配置には綿

密な計画性をみることができる。と同時に、方形周

溝墓と住居跡の高い重複率から、「墓域」という意

識レベルが北群に比べると低いことも推測される。

遺物は、すべてが周溝覆土からの出土である。遺
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第1号方形周溝墓
1 灰白色粘士 ブロック状に黒褐色士

2 黒色士 炭化物多灰白色粘士粒子少

3 暗褐色士 灰白色粘土粒子 ・炭化物多最黄灰色砂粒

4 暗褐色土 シルト質炭化物多

5 暗灰色土砂質炭化物少量地山崩落土

6 褐灰色土黄灰色砂粒子少炭化物多

7 暗灰色土黄灰色砂粒子少炭化物多

8 黒灰色土灰白色シルト多

第264図 第1号方形周溝墓
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物量は少ない。貯蔵形態の壺・小型壺を主体とし、

供膳形態の高杯 ・器台・小型鉢類や煮沸形態の甕類

もみられる。また、焼成の前後にかかわらず、底部

等が穿孔された土器が1点もみられないことは注目

される。

第1号方形周溝墓 （第265図）

Z Z26 • Z Z27 • A26 • A27グリッドに位置

し、 北東隅部が調査区外にある。遺構確認面の違い

から、重複する第305号住居跡よりも古い。

全周タイプの方形周溝墓で、周溝内外辺ともにゆ

らぎがみられる。周溝外辺が緩やかな弧を描くため、

外周形態は隅丸方形である。方台部の平面形態は、

直 1

周溝内辺が直線的であるため、東西にやや長い方形

を呈している。周溝は、幅の広い北溝・南溝と、幅

の狭い東溝・西溝に二分される。

規模は、方台部が南北8.44mX東西9.70m、周

溝外法が南北12.26mX東西12.20mを測る。南北

軸の方位はN-12.5°-Eを指し、 27基のなかで

唯一東側に向ける。

北溝は、内辺中央部が内側に張り出すため溝幅が

広く、両端の東西隅にかけて狭まっている 。幅

1.40~2.00m、確認面からの深さ0.52mほどであ

る。壁は内壁・外壁とも外反気味に立ち上がる。

東溝は、外壁の立ち上がりが不明瞭であるが、内

/／□三 ＼、

------ニ――

／ 3 

ご
//// 

゜
19cm 
1 :4 

第265因 第1号方形周溝墓出土遺物

第93表 第1号方形周溝墓出土遺物観察表 （第265図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備 考

1 小型壺 (7.7) (4.9) ACGI A 橙 5 
2 小型壺 (lo 9) (3 6) CEGI A にぶい橙 25 

3 空上 (18.3) BCGI B にぶい浅黄橙 40 Nol・2・3 
4 空ー (12.8) (26.0) (6.6) ABCGI B 浅黄 30 No4 
5 g ＋ 15.7 (22.3) BCGI B にぶい浅黄 50 Na4 単節LR 外面にタール状付着物
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外辺ともに直線的である。溝幅は北から南に向かっ

て徐々に狭くなり、1.00~1.50mを測る。確認面

からの深さは0.49mほどである。

南溝は、外辺の中央部から西部にかけての張り出

しが強い。幅1.16~1.88m、確認面からの深さ

0.56mほどである。

西溝は、内外辺ともにごく緩やかな弧を描いてい

る。溝幅は最も狭く、対峙する東溝と同様に北から

南に向かって徐々に狭くなる。幅0.80~1.26m、

確訟面からの深さ0.84mほどである。

周溝の埋没は自然堆積である。断面観察から、ま

ず方台部側から覆土の流入が始まり、その後は周囲

から上砂が堆積している様子をみることができる。

遺物は、東溝・南溝の中央付近にまとまった分布

がみられる。壺には直口縁壺のほかに、東海系の瓢

壺と吉ヶ谷式の系譜を引く肩部・ロ縁部に縄文が施

された壺がある。図示したほかに、壺．甕類

333.2gの図化できない微細な破片も出土している。

第265図5は、壺である。外面の口縁部および頸

部から肩部にかけて、単節LRの縄文が左から右、

下から上の順に施文されている。また胴部下半には、

タール状付着物がみられる。

゜
1知
l :4 

第266図 第2号方形周溝墓出土遣物

第2号方形周溝墓 （第267図）

A23 • A24 • B23 • B24グリ ッドに位置し、西

辺が第37号溝跡に攪乱されている。南溝が第3号

方形周溝墓と接するが、新旧関係は明確ではない。

また、外辺の南東隅付近に2.6X3.3mほどの上城状

の掘り込みがみられるが、第2号方形周溝墓との関

連は不明である。

全周タイプの方形周溝墓である。外周形態は隅丸

長方形で、 直線的な北溝・南溝の外辺に弧を描く東

溝が繋がっている。周溝内辺が直線的な方台部の平

面形態は、長い北辺と短い南辺が平行する台形を呈

している。周溝内外辺ともにゆらぎがみられ、特に

外辺は著しい。

規模は、方台部が南北8.20mX東西8.44~12.30

m、周溝外法が南北14.48mX東西19.7m以上を測

る。南北軸の方位はN-42° -Wを指す。

北溝は、内外辺ともに緩やかな弧を描き、北東隅

付近の弧は著しい。幅2.58~3.00m、確認面から

の深さ0.98mほどである。内壁は直立気味に立ち

上がる。

東溝は、内外辺の対照性が著しい。直線的な内辺

に対し、外辺は大きく弧を描き、幅0.25~0.60m、

確認面からの深さ0.10mほどの浅いテラス部も付

設されている。壁は外壁が外反しながら立ち上がる

のに対し、内壁は内彎気味に直立する。溝幅は中央

付近が最も広く、 3.14~4.70mを測る。確認面か

らの深さは1.15mほどである。

南溝は、内外辺ともに直線的で、幅2.32m、確

認面からの深さ1.20mほどである。内壁は直立気

味に立ち上がる。

西溝は、内壁際に溝底からの高さ0.25m、幅0.3

~0.6mほどのテラスが設置される。幅3.86m以上、

確認面からの深さ1.16mほどである。内壁は直立

気味に立ち上がる。

第94表 第2号方形周溝墓出土遺物観察表 （第266図）

番1号 1 :付: I :f:I言：I守：IA[?:GII焼B成1 色橙調 1残冗率 1東溝下層 備
考
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第267図 第2号方形周溝墓

周溝の埋没は自然堆積である。最下の炭化物層が

堆積後、周囲から氾濫土が一気に流入している。

発見された遣物量は少ない。図示した小型の直口

縁台付甕のほかに、 壺．甕類4.lgの微細な破片が

出土しているにすぎない。
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第3号方形周溝墓（第268図）

B24 • B25 • C24 • C25グリッドに位置し、ほ

ぼ同規模の方形周溝墓が集中する東端に所在する。

南西隅付近は、既存電柱の影響や第37号溝跡によ

る攪乱も著しい。北溝が第 2号方形周溝墓と接する

が、新旧関係は明確ではない。

全周タイプの方形周溝墓である。形態は、外周・

方台部ともに東西が長い方形を呈する。規模は、方

台部が南北5.46mX東西6.00m、周溝外法が南北

8.8m以上X東西9.16m以上を測る。南北軸の方位

はN-26° -Wを指す。

東半部の周溝外辺に沿って、幅0.90~1.20m、

確認面からの深さ0.18~0.36

mほどのテラス部が付設され

ている。特に東溝は顕著で、

溝幅の半分以上がテラス部で

占められている。北溝は幅1.8

m以上、確認面からの深さ

0.82m、東溝は幅1.82~2.50

m、確認面からの深さ0.63m、

南溝は幅1.50~1.63m、確言忍

面からの深さ0.47m、西溝は

最大幅1.56m、確認面からの

深さ0.66mほどである。いず

れの周溝も、多少のゆらぎが

みられるが、基本的には直線

的である。壁の立ち上がりは

内外壁とも緩やかで、その傾

向は外壁に多く認められる。

周溝の埋没は自然堆積であ

る。炭化物層の堆積後、粘性

の強い白灰色氾濫土が一気に

流入している。

遺物は出土していない。

第4号方形周溝墓 （第269図）

B25 • B26 • C25 • C26グリッドに位置する。

南東隅付近は、電柱が既存していたため調資をする

ことができなかった。また南西隅付近は攪乱され、

北東隅付近には第 2号住居跡、北西隅付近には第

23号溝跡が重複する。

全周タイプの方形周溝墓である。北溝東半部～東

溝の外辺に沿って、浅いテラス部が付設されている。

テラス部は外方に張り出し、最大幅2.34m、確認

面からの深さ0.14~0.20mほどである。テラス部

を除く部分の外周形態は、南北15.22mX東西14.92

mの端整な隅丸方形で、テラス部を含めると南北
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＼ ＼ー／如 n＝←～—二-／ I ) C g 

~ <(I □`/1 ~I 

B 23 50 B' 

C 23. 50 c' 

9／／／／／／／／／／“ロ／／／／冒／ニ一 三 一

第3号方形周溝墓

1 白灰色土氾濫上粘性強

2 黒色土 炭化物層

゜
4,m 
I:120 

第268図 第3号方形周溝墓

第95表 第4号方形周溝墓出土遺物観察表 （第269図）

番1-'%I 器壺種 1口径 1（閂口］底径□唸：G1焼B成1 色橙；；開 ］残芯率 1蜘1 波状文］：t線文＋波4大文考
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第4号方形周溝墓
1 褐灰色士

1'暗黄灰色土

2 黒灰色士

2'褐灰色士

3 黄灰色士

4 暗貨灰色土

5 黄灰色士

6 暗褐色土

7 暗灰色シルト

8 黒灰色シルト

9 褐灰色土

10 褐灰色士

灰白色粘土粒子少量

炭化物粒子多 上部構造物による 1層の変色

灰白色粘土粒子・プロック多 炭化物少量

灰白色粘上粒子多

黄灰色粘士層 炭化物粒子微量

()1 

0
9
.
C
z
o
 

黒灰色土ブロック

炭化物多 黄灰色粘士粒子 浅間Cが部分的に堆積

灰白色粘土粒子少最 炭化物やや多

灰白色粘士粒子 ・炭化物粒子少

炭化物 ・灰多 黄灰色粘士粒子少

炭化物少灰白色粘土粒子多

゜
1pQ'11 
1 : 4 

゜
4m ＇ 1.Im 

第269図 第4号方形周溝墓 ・出土遺物
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15.84mX東西17.06mを測る。方台部の平面形態

は、東西がわずかに長い端整な隅丸方形を呈してい

る。南北9.36mX東西9.84mの規模をもっ。南北

軸の方位はN-31°-Wを指す。

周溝は、内外辺ともにゆらぎが少ない。溝底は、

東溝北半部が0.04m、南東隅付近が0.1lmほどの

比高差の段をもって浅くなる。東溝中央付近には、

南北2.44mX東西0.74mX溝底からの深さ0.14m

ほどの、浅い長方形をした土壊状の掘り込みがみら

れる。下層には灰白色粘土粒子を多量に含む褐灰色

土、上層には炭化物・灰を多量に含む褐灰色土が堆

積していた。また東溝・西溝南半部を除き、周溝内

外壁に沿って幅0.20~0.40m、溝底からの高さ

0.20~0.40mほどのテラス部が巡っている。

北溝は、東半部外辺に沿って幅1.32mほどのテ

ラス部が付設されている 。テラス部を除く溝幅

2.60m、確認面からの深さ0.65mほどで

ある。

東溝は、外辺に沿って幅1.44~2.72m

ほどのテラス部が張り出している。テラ

ス部を除く溝幅1.94~2.34m、確認面か

らの深さ0.64mほどである。

南溝は、内外壁に沿って、テラス部が

付設されている。幅2.68m、確認面から

の深さ0.84mほどである。

西溝は、外壁南半を除き、テラス部が

巡っている。幅2.82m、確認面からの深

さ0.84mほどである。

周溝の埋没は自然堆積である。断面観

察から、大局的には北東から南西方向に

向けて埋没していった状況をみることが

でき、標高の高い方から低い方へ向かう

方向と一致している。最下層付近には浅

間C火山灰が散見され、その上層には灰

色粘土粒子を含む上層が堆積している。

遺物は、東溝北半部にまとまった分布

がみられる。図示したほかに、壺・甕類

B
 

1010.2gの図化できない微細な破片も出土してい

る。

図示した第269図lは、壺である。外面の肩部に

は波状文＋横線文＋波状文が施文されている。

第5号方形周溝墓（第270図）

C20 • C21 • D20 • D21グリッドに位置する。

東溝から南溝中央付近は、重複する第6号方形周溝

墓によって削平されている。

検出された周溝は全周している。方台部・外周の

平面形態は、南北に長軸をもつ長方形を呈している。

周溝内外辺がほぽ平行し、方台部・外周のいずれも

西溝南半部が外方へ張り出している。

規模は、計測可能な南北長が方台部6.44m、周

溝外法8.84mを測る。東西長は、辛うじて計測で

きる北辺付近で、方台部3.96m、周溝外法7.76m

ほどである。南北軸の方位はN-20°-Wを指す。
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第5号方形周溝墓
1 暗青灰色 砂（含鉄分） 粘性強

2 暗青灰色 炭化物粒子微量粘性強

3 青灰色 砂質 炭化物粒子多

第270図第5号方形周溝墓
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第271図 第6号方形周溝墓
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1 灰茶褐色土 茶褐色細砂＋青灰色粘土

細砂粒多炭化物少最

2 暗褐色土 砂質数mm単位に細砂と粘土の五層堆積

炭化物やや多

3 暗灰色土 砂質炭化物多量浅間C火山灰の堆積

4 淡灰色土 砂質炭化物少プロック状に暗灰色粘土

5 暗青灰色士砂質 ブロック状に暗灰色粘土

6 灰白色士 粘士層

7 黒灰色士 粘士層炭化物少量

19cm 
1 : 4 

・出土遺物
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周溝は、内外辺ともにゆらぎが少ない。溝底は平

滑で、方台部側に向かってわずかな傾斜をもつ。北

溝は幅1.08m、確眩面からの深さ0.32m、東溝は

幅1.42m、南溝は幅1.24m、確認面からの深さ

0.14m、西溝は幅1.36~1.82m、確認面からの深

さ0.13mほどである。

周溝の埋没は自然堆積である。方台部側から、埋

没していった状況をみることができる。最下層には

炭化物粒子を多量に含む砂質土が堆積している。

遺物は出土していない。

第6号方形周溝墓 （第271図）

C21 • C22 • D21 • D22 • E21 • E22グリッ

ドに位置し、第 5号方形周溝墓、第461・465・

471 • 472号溝跡と重複する。東側に隣接する第7

号方形周溝墓は、本周溝墓を避けて構築された感が

ある。

溝辺中央にブリッジをもつ方形周溝墓である。地

山が掘り残されたブリッジが西溝に設置され、ブリ

ッジ幅は約1.3mと推定される。調査区中央の南北

方向に走る水路跡側に向かって開いているが、水路

跡対岸の居住域を念頭に罹いた正面感が意識されて

いるようである。

方台部・外周の平面形態は、東溝と西溝が平行す

る台形を呈している。規模は、方台部が南北9.70

~10.96mX東西11.52m、周溝外法が南北15.60

~l 7.24mX東西17.40mを測る。南北軸の方位は

N-35° -Wを指す。

周溝は、内外辺ともにゆらぎがほとんどみられな

い。溝底は比較的平坦であるが、北西隅付近に比高

差0.40mほどの段差が形成され、北溝から西溝に

向かって浅くなる。また、南溝から西溝南半部にか

第96表 第6号方形周溝墓出土遺物観察表 （第271図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成

けて、溝底の中央部分が溝状に掘り込まれている。

幅1.04~1.34m、溝底からの深さ0.15~0.20mを

測る。

北溝は、内外辺ともに直線的で、他辺に比べ幅が

広い。幅4.20~4.68m、確認面からの深さ1.22m

ほどである。

東溝は、外辺南半部が外方にわずかに張り出す。

幅2.20~3.12m、確認面からの深さ0.79mほどで

ある。

色調

南溝は、内辺西半部が内方に張り出す。幅1.32

~2.34mで、確認面からの壁際の深さ0.24~0.44

m、中央付近の溝状の掘り込み部分の深さ0.64m

ほどである。

西溝は、わずかに外方へ張り出し、中央のブリッ

ジをその頂点とする。ブリッジ南側の溝幅は2.04

~2.90mで、確認面からの壁際の深さ0.42~0.48

m、中央の溝状の掘り込み部分の深さ0.58mほど

である。一方、ブリッジ北側では、幅2.44~2.62

m、確認面からの深さ0.55mほどである。

周溝の埋没は自然堆積で、方台部側から堆積が始

まった状況をみることができる。最下層には粘土が

堆積し、中層には浅間C火山灰が散見される。

遺物は、北西隅部の溝底段差付近および北溝東半

部にまとまった分布がみられる。図示したほかに、

壺．甕類60.0g、高坪・器台類35.8g、椀・鉢類

15.9gの図化できない微細な破片も出土している。

第271図6は壺である。肩部には、上端の頸部刺

突文と下端の横線文に区画された間に網目状撚糸文

2段、胴部上半には上下端とも横線文に区画された

間に網目状撚糸文2段が、右から左、下から上の順

に施文されている。また、外面の無文部・ロ縁部内

残存率 備 考

1 高坪 (14.0) (4.1) BCEG B にぶい橙 25 外面赤彩
2 高杯 13 9 96 14.1 BCEG C 暗褐 95 円孔3 外面・坪部内面赤彩
3 高坪 (21 2) 15 1 (11.4) ABCEG B 浅黄橙 70 円孔4 外面・坪部内面赤彩 風化・調整痕不明瞭
4 小型壺 8.6 13.2 5.2 BCGI B 浅黄橙 95 
5 小型壺 (10.0) 18 0 (4.8) BCGI B 浅黄橙 40 
6 空ギ (27.0) 8.3 ABCG B にぶい橙 80 Nol 刺突文横線文網目状撚糸文赤彩
7 台付甕 (18.5) 25.4 9.2 BCGI B 黒褐 60 Na2 外面に煤付着
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面には赤彩が施されている。さらに、高坪にも赤彩

がみられ、装飾性の高いものが多く含まれている。

第7号方形周溝墓（第272図）

C22 • C23 • D22 • D23グリッドに位置する。

ほぼ同規模の方形周溝墓が集中する北西端に所在
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第7号方形周溝墓
1 灰白色

粘性強

2 暗褐色

灰色粘土の帯状堆積

炭化物粒子少

3 暗褐色

ブロック状に灰色粘士

炭化物の帯状堆積

4 暗灰掲色

炭化物粒子少

プロック状に青灰色粘±

B 23.50 

SR06 

B' 

0 4m  
' ' ' 1120 

o 19cm 
1 • 4 

第272図 第7号方形周溝墓・出土遺物

第97表
9,  

番号

1 
2 

第7号方形周溝墓出土遺物観察表（第272図）

::: ]]1:)1豆芯I雰1：I［応し1焼［口 言：：周
残存率

80 

90 

備

Nol 外面・ロ縁部内面赤彩

No3 

考
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し、東溝が第8号方形周溝墓、南溝が第9号方形周

溝墓と接する。西溝は隣接する第6号方形周溝墓を

避けた感がある。また北溝が第460号溝跡と重複す

る。

全周タイプの方形周溝墓で、外周形態は長方形を

呈している。第6号方形周溝墓と隣接する西溝外辺

は歪なラインを描き、南西隅付近は丸みを帯びてい

る。方台部の平面形態は長方形で、北東隅が鋭角的、

南西隅が隅丸を呈している。周溝は内外辺ともにゆ

らぎがみられ、特に他の方形周溝墓と隣接する外辺

は著しい。

規模は、方台部が南北4.86~5.lOmX東西6.22

~6.33m、周溝外法が南北6.66~7.44mX東西8.40

~9.28mを測る。南北軸の方位はN-20°-Wを

指す。

北溝は、内辺が直線的であるのに対し、外辺が内

彎し、中央付近の幅が最も狭くなる 。幅0.68~

1.42m、確認面からの深さ0.54mほどである。溝

底は両端から中央部に向かって高くなり、中央付近

では段差をもって最も浅くなる。確認面からの深さ

0.14mほどで、確認面の標高如何によっては、地

山が掘り残されたブリッジと認識された可能性があ

る。また西半中央付近には南北0.82mX東西1.06

mX溝底からの深さ0.22mほどの楕円形の掘り込

みがみられる。

東溝は直線的で、外辺部が第8号方形周溝墓と接

する。幅0.9~l.Om前後、確認面からの深さ0.32m

ほどである。

南溝は、内外辺ともにゆらぎが顕著で、南西隅に

かけてカーブを描く 。第9号方形周溝墓と隣接する

西半部は、意図的に幅が狭くされている。幅0.72

~1.16m、確認面からの深さ0.46mほどである。

西溝は、隣接する第6号方形周溝墓との重複を避

けるように外辺が歪なラインを描き、北半部と南半
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第8号方形周溝墓
1 暗灰色

炭化物粒子少

灰白色粘士の帯状堆積

2 暗灰色

ブロック状に灰色粘土

炭化物粒子微；；；

3 暗青灰色

゜
4m  
＇ 1120 

第273図 第8号方形周溝墓・出土遺物

第98表 第8号方形周溝墓出土遺物観察表 （第273図）

番1号 1 器壺種 1はf:I（界勺）I底ィ至[B：よ；II焼B成 1 :黄: I残ね率 備 考
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部で溝幅が異なる。北半部は1.84~1.92m、南半

部は1.12~1.22mで、確認面からの深さ0.44mほ

どである。また北西隅付近では比高差0.18mほど

の段差をもって溝底が浅くなり、北溝へ繋がる。

周溝の埋没状況は自然堆積で、方台部側から堆積

が始まった状況をみることができる。最下層直上に

は炭化物が堆積している。

遺物は、北溝・東溝の北東隅付近の方台部側にま

とまった分布がみられる。図示したほかに、壺・甕類

216.2gの図化できない微細な破片も出土している。

第8号方形周溝墓 （第273図）

C23 • C24 • D23 • D24グリ ッドに位置する。

ほぼ同規模の方形周溝墓が集中する一角に所在し、

西溝が第7号方形周溝墓と接する。北東隅付近を第

37号溝跡に掘削されている。

北東隅部を攪乱されているため断定はできない

が、集中する同規模の方形周溝墓との比較から、全

周タイプの方形周溝墓と推定される。外周形態は方

形を呈し、東溝はわずかに外方へ開く 。方台部の平

面形態は方形で、第7号方形周溝墓と接する西溝側

が内側へ張り出す。

規模は、方台部が南北6.74mX東西5.96~6.18

m、周溝外法が南北8.16mX東西8.36mを測る。

南北軸の方位はN-16° -Wを指す。

周溝内外辺ともにゆらぎが少ない。

北溝は、中央付近の幅が最も狭くなる。幅〇．70

~1.02m、確認面からの深さ0.37mほどである。

東溝は、南東隅を軸にして東側に開き、幅も広く

なる。幅0.76~1.09m、確認面からの深さ0.31m

ほどである。

南溝は、内外辺ともにわずかなゆらぎがみられる。

幅0.68m、確認面からの深さ0.40mほどである。

西溝は、北半部が第7号方形周溝墓と接する。幅

l.OOm、確認面からの深さ0.42mほどである。

周溝の埋没は自然堆積である。粘土質の土壌を主

体とし、炭化物の含有量が他の周溝墓の周溝覆土と

比べて少ない。

遺物は、図示したほかに壺 ・甕類189.6gの図化

できない微細な破片も出土している。

第10号方形周溝墓 （第274図）

D23 • E23 • E24グリッドに位置する。ほぼ同

規模の方形周溝墓が集中する南端に所在し、北東隅

付近が第9号方形周溝墓と、南溝が第66号溝跡と

重複する。

「コ」の字に溝が巡るタイプの方形周溝墓である。

北溝部はなく、東溝 ・西溝とも北東隅・南東隅を形

成して立ち上がる。 外周形態は、方形を呈している。

東溝が緩やかな弧を描き、西溝にはゆらぎがみられ

る。方台部の平面形態は、隅丸方形である。北東

隅・南東隅の丸味は顕著である。

規模は、方台部が南北5.92mX東西6.36m、周

溝外法が南北6.56m前後x東西7.20~7.30mを測

る。南北軸の方位はN-25° -Wを指す。

東溝は、幅0.46~0.53m、確認面からの深さ0.23

mほどである。両端の南北隅付近の幅が広くなり、

勺
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第274図 第10号方形周溝墓
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方台部隅の丸味を強調している。

南溝は、重複する第66号溝跡によ

って大半が削平されている。そのた

め溝幅は計測できないが、東溝•西

溝よりも幅広い。確詔面からの深さ

は0.17mほどである。

西溝は、中央付近にわずかな括れ

がみられる。幅0.37~0.55m、確認

面からの深さ0.28mほどである。

遺物は出土していない。

第9号方形周溝墓（第275図）

D23グリッドに位置する。ほぼ同

規模の方形周溝墓が集中する一角に

所在し、北溝が第7号方形周溝墓と、

南東隅部が第10号方形周溝墓と接す

る。また、西溝が第 6局方形周溝墓

と近接し、第474・475号溝跡と重

複する。

既存施設の撒去等の諸条件から、

発掘調査は南北に分割されて行われ

たため、東溝 ・西溝が途切れている

が、本来は全周タイプの方形周溝墓

である。方台部・外周の平面形態は、

方形を呈している。北溝・南溝が直

線的であるのに対し、東溝・西溝は

ごく緩やかな弧を描き、内辺はその

対照性が顕著である。また、北溝～

東溝北半部の内辺に沿って、テラス

が付設されている。

規模は、方台部が南北6.80mX東

西5.50~6.70m、周溝外法が南北

8.46m X東西8.16mを測る。南北軸

の方位はN-5° -Wを指す。
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第275図 第9号方形周溝墓・出土遺物

第99表 第9号方形周溝墓出土遺物観察表（第275図）

番1%I器壺種 1 :f:I悶で 1竺： IA悶皇］II焼B成 1 に竺い：黄 1残江率INol 赤彩
備 考
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北溝は、第8号方形周溝墓と接する西半部の幅が

狭くなる。 付設されているテラス部は狭く 、中央付

近にはみられない。幅0.2m前後X確認面からの深

さ0.1lmほどである。テラス部を含めた幅は、 西

半部が0.86~1.08m、東半部が1.08~1.27mほど

である。テラス部を除いた幅は、西半部が0.68~

0.88m、東半部が1.06~1.12mで、確認面からの

深さ0.65mである。

東溝は、北半部のみにテラス部が付設されている。

幅0.40~0.54mと北溝テ ラス との差が大きく、確

認面からの深さ0.16mほどである。溝幅は、発掘

調査が分割された南北で検出幅が異なっている。 北

半部のテラス部を含めた幅1.21~1.48m、テラス

部を除いた幅0.83~1.04m、南半部の幅0.38~

0.56m、確詔面からの深さ0.59mほどである。

南溝は、内外辺ともにわずかなゆらぎがみられ、

幅も東から西に向かって狭くなる。幅0.55~0.92

m、確認面からの深さ0.49mほどである。

西溝は最も 弧を描 く。 幅0.52~0.72m、確認面

からの深さ0.41mほどである。

遺物は、 北溝中央付近にまとまった分布がみられ

る。図示 したほかに、壺 ．甕類17.5gの図化できな

い微細な破片も 出土している。

第ll号方形周溝墓 （第276図）

E25 • E26 • F25 • F26グリッドに位置し、第

1 3号方形周溝墓•第54号住居跡・第 9 号井戸跡 ・
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第11号方形周溝墓
1 黄灰色土 シルト質

黒褐色シルト質ブロ ック

鉄分ブロック多鍼

しまり弱

2 暗褐色土 シルト質

炭化物多拡

鉄分プロック多量

白色粘土

3 黒褐色土 シルト質

白色粘土やや多

炭化物やや多

4 灰黄色士粘士質

黒褐色シルトブロック

鉄分ブロック多量
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第276図第11号方形周溝墓
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第277図 第11号方形周溝墓出土遺物

第100表 第11号方形周溝墓出土遺物観察表 （第277因）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備 考

1 高坪 (4.5) BCEGI B 橙 20 円孔4 風化・調整痕不明瞭
2 

宮一 (17 1) (19.6) ABCEG B にぶい橙 30 N叫 •8 S字状結節文＋単節LR
3 

宮一 (18.0) 7.6 ABCEG B にぶい橙 30 Na3・4・5・6・8 風化・調整痕不明瞭

第78号溝跡と重複する。

四隅切れタイプの方形周溝墓である。方台部の平

面形態は、南北に長軸をもつ長方形を呈している。

規模は、方台部が南北9.60mX東西7.24m、周溝

外法が南北13.88mX東西10.24mを測る。南北軸

の方位はN-27°-Wを指す。

北溝は、 西端部に面をもち、北西・南東隅にはし

っかりとした角が形成されている。西半部では外辺

と内辺が平行するが、東半部では外辺が窄まり、先

端部に至る形態をもつ。最大幅2.08mX長さ8.64

m、確認面からの深さ0.22mを測る。また、東端

から南壁東半部に沿って、幅0.36~0.84m、溝底

からの深さ0.16mほどの溝状の掘り込みがみられ

る。

東溝は、第78号溝跡との重複から南端部が不明

である。幅1.24m、確認面からの深さ0.22mほど

である。外辺の延長線が、北溝 ・南溝の東端部とほ

ぼ一致している。 内辺は方台部側にわずかに張り 出

し、やや歪感のある方台部を形成している。

南溝は、面をもつ東端部から外辺が窄まりながら

西端部に至る形態をもつ。東端付近の最大幅は

2.28m、確認面からの深さは0.70mほどである。

北溝・東溝・西溝の深さが0.2m強であるのに対し、

南溝はその3倍を越える。また、西半部外辺壁際に

は、南北0.52mX東西1.22mX溝底からの深さ

0.20mほどの楕円形の掘り込みがある。

西溝は内外辺ともに弧を描き、両端部に面が形成

されていない。 内辺の延長線が北溝・南溝西端の先

端付近もしくは西側を通り、西溝だけが外側に張り

出すような位置関係にある。最大幅2.48m、確認

面からの深さ0.26mほどである。

周溝の埋没は自然堆積で、多量の炭化物と白色粘

土を含む土壌を主体としている。

遺物は、図示したほかに壺 ・甕類170.0g、高

坪・器台類9.6gの図化できない微細な破片も 出土

している。

第277図2は、壺である。外面肩部と内面口縁部

には、「S」字状結節文＋単節LR十単節LRを一

単位とする施文が2単位ずつ施されている。
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第278図 第12号方形周溝墓・出土遺物
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第12号方形周溝墓 （第278図）

F22・ F23・ F24・ G22・ G23・ G24・ H 

22 • H23グリッドに位置する。

四隅切れタイプの方形周溝墓である。方台部の平

面形態は、台形を呈している。北溝と南溝は平行し、

東溝と西溝は「八」の字に配置されている。対面す

る溝同士の幅・形状は近似する一方で、隣り合う溝

同士の幅・形状は異なっている。

規模は、方台部が南北16.36mX東西13.68~16.76

m、周溝外法が南北20.36mX東西16.52~21.68

mを測る。南北軸の方位はN-29° -Wを指す。

北溝は、両端部にしっかりとした面をもち、平行

する内外辺は中央付近に向かってわずかに括れるラ

インを描く 。最大幅1.96mX長さ12.76m、確認面

からの深さ0.49mを測る。

東溝は、中央部の長さ9.3mほどの範囲が深く掘

り込まれ、ここから階段状に浅くなりながら南北両

端部に至る。北端部は窄まり、南端部はしっかりと

した面をもつ。他の3辺に比べ溝幅が広く 、最大幅

3.68mX長さ13.96m、確認面からの最深0.83mほ

どである。内辺の延長線は、北側では北溝東先端部

付近を通るが、南側では南溝東先端から大きく外側

にはずれた地点を通過する。

南溝は、西端部が検出できなかった。外辺が西端

に向かうに従って外方に張り出し、溝幅が広くなる

傾向が窺われる。最大幅2.32m、確認面からの深

さ0.41mほどで、長さは8.6m以上ある。

西溝は最大幅を南端付近にもち、北端部にかけて

窄まる。最大幅3.08mX長さ14.44m、確認面から

の深さ0.19mほどである。内辺の延長線は東溝と

同様に、北側が北溝西先端部付近を通り、南側は南

溝の推測される西先端の外側を通過する。また、外

辺中央の壁際には、南北0.92mX東西1.24mX溝

底からの比高差0.08mほどの隆起がみられる。

周溝の埋没は自然堆積で、方台部側から堆積が始

まった状況を見ることができる。多量の炭化物と灰

を含んだ土壌が、堆積を繰り返している。

遺物は、図示したほかに壺 ．甕類428.lgの図化

できない微細な破片も出土している。

第278図3は、壺の頸部片である。外面には、 2

点を一単位とする円形浮文が貼付されている。胎土

には赤色粒・石英・長石 ・雲母が含まれ、焼成は普

通である。色調は橙色を呈し、赤彩はみられない。

第13号方形周溝墓 （第279図）

F25 • F26 • F27 • G25 • G26 • G27グリ ッ

ドに位置する。四隅切れタイ プの第11• 14号方形

周溝墓や、第308号住居跡、第533号土壊、第482

号溝跡と重複する。

全周タイプの方形周溝墓で、外周 ・方台部の形態

は、丸味が強い隅丸台形を呈している。特に、北西

溝と北東溝を繋ぐ隅は丸く、カーブを描く 。

規模は、方台部が北西ー南西10.46mX北東ー南

西9.46~11.34m、周溝外法が北西ー南西12.50

mX北東ー南西9.80~13.50mを測る。北西ー南東

軸の方位は、 N-60°-Wを指す。

北西溝は、大きく弧を描く 。幅1.18~1.64m、

確認面からの深さ0.13mほどである。西端付近の

幅が広くなり、溝底は北隅付近に比高差0.09mほ

どの段差をもつ。また、内辺中央付近の壁際には、

南北2.14mX東西0.53mX溝底からの深さ0.14m

ほどの土渡状の掘り込みもみられる。

北東溝は、比較的直線的である。東半部の溝幅が

第101表 第12号方形周溝墓出土遺物観察表 （第278図）

番:̂1:9: I( ~91:] 讐：I ；：: I心竺［］焼[[Il色:[: I残ご率 ：ご 備 考

第102表 第13号方形周溝墓出土遺物観察表 （第279図）

番l.If'}1 器壺種 1昇唸I（［勺）I底径 IA覧よ；II焼B成 1 に竺い：褐 1残江率 1縦位沈線＋キ：［ 円形浮文：外面赤彩
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第279図 第13号方形周溝墓・出土遺物

狭まり、幅0.66~1.28m、確認面からの深さ0.09

mほどである。

南東溝も、直線的である。東から南に向かって幅

が狭まり、幅1.00~1.56m、確認面からの深さ

0.12mほどである。

南西溝は最も直線的で、北西溝に繋がる方台部西

隅にはしっかりとした角が形成されている。幅

1.03m、確認面からの深さO.llmほどである。

遺物は北西溝にまとまった分布がある。図示した

ほかに、壺・甕類298.3g、高坪・器台類3.3gの図

化でき ない微細な破片も出土している。

図示した第279図lは、複合口縁の壺である。D
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第280図 第14号方形周溝墓

縁部の外面には、 10条前後を一単位とする縦位の

沈線が施文され、下辺にはキザミが施されている。

また、頸部には、 2点を一単位とする円形浮文が4

単位貼付されている。さらに、内外面ともに、赤彩

がみられる。

第14号方形周溝墓 （第280図）

G26 • G27 • H26グリッドに位置し、第483号

溝跡、第15号井戸跡に攪乱されている。

四隅切れタイプの方形周溝墓で、全周タイプの第

13 • 15号方形周溝墓と重複する。方台部の平面形

態は、やや歪な平行四辺形を呈している。規模は、

方台部が北西ー南東6.12~6.60mX北東ー南西

6.94~7.48m、周溝外法が北西ー南東8.66~9.80

mX北東ー南西10.14~10.48mを測る。北西ー南

東軸の方位は、N-53°-Wを指す。

北西溝は、中央付近に比高差0.08mほどの段差

をもつ。最大幅1.68mX長さ6.08m、確認面から

の深さ0.15mを測る。北東溝は、中央付近でわず

かに屈曲する。最大幅1.84m、確認面からの深さ

0.05mほどで、長さ6.94mと推定される。南東溝

は、最大幅1.60mX長さ3.70m、確認面からの深

さ0.1lmほどである。南西溝は最大幅1.66m、確

認面からの深さ0.28mほどで、長さ5.54mと推定

される。

周溝の埋没は、自然堆積である。

遺物は、壺 ・甕類198.4g、高坪・器台類3.4gが

出土しているが、いずれも微細な破片のため図示で

きない。

第15号方形周溝墓 （第281図）

G27 • G28 • H27 • H28グリ ッドに位置する。

四隅切れタイプの第14号方形周溝墓や第483号溝

跡と重複する。
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第15号方形周溝墓
1 黒褐色 炭化物粒子 ・粘土粒子少 しまり強粘性やや強やや砂質
2 暗褐色 炭化物少 白色粘士プロックやや多 しまり強粘性やや強やや砂質
3 黒褐色 炭化物粒子 ・粘士粒子少 しまり強粘性やや強粘質
4 暗灰褐色炭化物やや多 白色粘士プロック少 しまり強粘性やや強粘質

， 4m 
1120 

第281図 第15号方形周溝墓

全周タイプの方形周溝墓である。東溝南東部は検

出されていないが、周溝外辺が緩やかな弧を描いて

いる。そのため、外周形態は隅丸方形で、四隅の丸

味が強い。方台部の平面形態も、周溝内辺が弧を描

＜隅丸方形を呈しているが、四隅の角は比較的しっ

かりとしている。

規模は、方台部が南北9.68mX東西10.30mを測

る。周溝外法は南北13.52mで、東西長は13.8m前

後と推定される。南北軸の方位はN-45° -Wを

指す。

北溝は最も丸味が強 く、特に外辺の北西隅にはほ

とんど角がみられない。これに対し、内辺の方台部

では、北西隅 ・北東隅とも意識的に角が形成されて

いる。幅2.00~2.32m、確認面からの深さ0.36m

ほどである。壁は内壁・外壁とも直立気味に立ち上

がる。

東溝は、北側の三分の一ほどが検出されている。

北東隅では括れるように窄まり 、外辺のゆ らぎも著

しい。幅1.36~1.94m、確認面からの深さ0.17m

ほどである。
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第16号方形周溝墓
1 暗褐色粘質上

黄褐色土粒子

2 暗褐色粘質士
3 暗褐色粘質土ブロック＋灰黄褐色粘質土ブロック
炭化物微贔

D 23.50 D' 

C 23.50 c' 

言言筐言

゜
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＇ l. 1 20 

第282図 第16号方形周溝墓

南溝は、最も直線的である。幅1.52~2.05m、

確認面からの深さ0.46mほどである。壁は内壁 ・

外壁とも直立気味に立ち上がる。

西溝は、内外辺ともに丸く外方へ張り 出している。

そのピークは、外辺が南側の三分の一付近、内辺が

中央付近にある。溝幅は、南から北に向かって狭ま

り、幅1.68~2.98m、確認面からの深さ0.22mほ

どである。

周溝の埋没は自然堆積で、方台部側から堆積が始

まった状況がみられる。最下層には、炭化物を多く

含む土壌が堆積している。

遺物は出土していない。

第16号方形周溝墓 （第282図）

H28 • I 28グリッドに位置し、南東隅付近が調

査区外にある。

四隅切れタイプの方形周溝墓であるが、残存状態

が悪く、周溝が点々と途切れている。方台部の平面

形態は、東西に長軸をもつ長方形を呈している。規

模は、方台部が南北5.20mX東西6.20m、周溝外

法が南北6.40mX東西7.56mを測る。 南北軸の方

位はN-41°-Wを指す。

北溝は、 東端部付近で途切れ、延長は5.8~5.9m

前後と推定される 。西側の規模は、最大幅0.76

mX長さ4.24m、確認面からの深さ0.26mを測る。

東側は幅0.58mX長さ 1.16m、確認面からの深さ

0.08mほどである。

東溝は、北端部付近のみが検出されている。検出

規模は、幅l.04mX長さ 1.28m、確認面からの深

さ0.07mほどである。推定される延長は4.3m前後

と思われる。

南溝は、東半部中央付近および西端部のみが検出

されている。確認面からの深さ0.06mと浅い。東

側の規模は幅0.40mX長さ0.86m、西端部は幅

0.56m X長さ 1.34mほどである。推定される延長

は5.7m前後と思われる。

西溝には、溝の途切れはみ られないが、方形周溝

墓の規模と比較すると延長が短い感がある。最大幅

0.76m X長さ3.42m、確認面からの深さ0.22mほ

どである。

周溝の埋没は自然堆積で、暗褐色の粘質土が堆積

している。

遺物は出上していない。
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第17号方形周溝墓
1 暗褐色土

炭化物粒子少

白色粘土粒子少

しまりやや強

粘性弱

2 暗灰褐色士
炭化物粒子微最

白色粘士粒子やや多

しまりやや強

粘性強

3 暗灰褐色土

白色粘土粒子少

しまりやや強

粘性強

B 23.50 
SD491 

B' 
SD486 SD47 SS2 

冒。 4m  
＇ 1121l 

第283図第17号方形周溝墓

第17号方形周溝墓 （第283図）

I 23 • I 24 • J 23 • J 24グリッドに位置し、第

2号古墳跡、第47・486・491号溝跡と重複する。

東溝の南半部が第18号方形周溝墓と近接している。

北東・南東・南西の三隅が切れる方形周溝墓であ

る。北溝と西溝が「L」字形に連結し、東溝・南溝

はそれぞれ単独の溝となっている。東溝北端は北溝

外辺延長線と、南溝東端は東溝内辺延長線と、そし

て南溝西端は西溝内辺延長線とほぽ一致する位置関

係にある。そのため、溝が途切れる北東隅・南東

隅・南西隅の各ブリッジ幅に差が生じている。南西

隅が0.24mに対し、北東隅が1.28mを測り、南東

隅は1.7m前後と推定され、南西隅の南溝と西溝の

近接ぶりがクローズ・アップされる。

外周・方台部の平面形態は、北溝・南溝が平行し、

北溝が南溝よりも長い台形を呈している。規模は、

方台部が南北10.32mX東西7.46~8.90m、周溝外

法が南北12.84mX東西9.50~11.40mを測る。南

北軸の方位はN-29° -Wを指す。

北溝は、外辺が緩やかな弧を描き、北西隅付近で

ゆらぎがみられる。これに対し、方台部側の内辺は

直線的で、中央付近にごくわずかな屈曲がみられる。

幅0.84~1.22m、確懃面からの深さ0.50mほどで

ある。

東溝は、南端部が攪乱されている。中央付近が外

方に張り出すように屈曲し、屈曲した南半部は第

18号方形周溝墓と平行している。このような状況

から、本周溝墓は第18号方形周溝墓を意識して構
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第18号方形周溝墓
1 暗灰色土

白色粒子少 しまり強粘性やや強

2 暗灰色土

白色粒子・粘士粒子少 しまり強粘性やや強

3 黒灰色土

白色粒子・粘土粒子 ・炭化物粒子少 しまり強粘性やや強

4 明灰色土

地山崩落土

4,m 
I:120 

三 ／
 ゜ 19cm 

l :4 

第284図 第18号方形周溝墓 ・出土遺物

第103表 第18号方形周溝墓出土遺物観察表 （第284図）

番1号1器壺種 ［：で」：忠I底径 1:g:I焼B成1に竺い：橙 残存率 備 考

5 IN叫 ハケ工具刺突による斜線列文 風化・調整痕不明瞭

築されているようである。幅0.59~1.34m、確認

面からの深さ0.49mほどで、長さ9.6m前後と推定

される。

南溝は、内外辺ともにゆらぎがみられる。中央付

近に比べ、両端部付近が幅広となっている 。幅

0.84~1.34m X長さ6.32m、確認面からの深さ

0.40mほどである。

西溝は、わずかなゆらぎがみられるが、内外辺と

もに直線的である。溝幅は最も広く、1.24~1.78

mを測り、確認面からの深さ0.55mほどである。

周溝の埋没は自然堆積である。

遺物は壺．甕類39.2gが出土しているが、微細な

破片のため図示し得ない。

第18号方形周溝墓 （第284凹）

I 24 • I 25 • J 24グリッドに位置する。第2号

古墳跡と重複し、南西隅を攪乱されている。西溝は、

本周溝墓を避けるように屈曲した第17号方形周溝

墓東溝と平行している。

全周タイプの方形周溝墓で、外周形態は長方形で

ある。北西隅は丸いものの、他の隅はしっかりとし

た角をもっ。方台部の平面形態も長方形を呈してい

る。北西隅がしつかりとした角をもつ一方で、東溝

内辺のゆらぎが大きく、その影響が北東隅部に現れ

ている。

規模は、方台部が南北4.74~5.34mX東西6.42

~6.66m、周溝外法が南北6.90~7.00mX東西

8.34~8.68mを測る。南北軸の方位はN-9° -W  
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第19号方形周溝墓
1 淡灰色士 灰白色細砂粒主体

2 暗灰色土 灰白色細砂粒斑状炭化物散在 シルト質鉄 ・マンガン沈着
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第285図 第19号方形周溝墓

を指す。

北溝は、外辺西半部がごくわずかに弧を描く。内

辺東部では内側へ緩やかに反り、ゆらぎの大きな東

辺に繋がる北東隅は鈍角となる。溝幅は西から東へ

向かって広くなり、幅0.68~0.90m、確認面から

の深さ0.26mほどである。

東溝は、外辺が直線的、内辺が内側に向かって張

り出している。溝幅は東から西へ向かって広くなり、

幅0.70~1.36m、確認面からの深さ0.26mほどで

ある。

南溝は、最も直線的である。幅1.52~2.05m、

確認面からの深さ0.46mほどである。

西溝は、内外辺ともに直線的であるが、ごくわず

かに内側に扶れている。溝幅は南から北に向かって

狭まり、幅0.92~1.43m、確認面からの深さ0.51

mほどである。

周溝の埋没は自然堆積で、外周から堆積していっ

た状況がみられる。方台部側から堆積が始まった他

の周溝墓の場合には、最下層に炭化物を多く含む土

壌がみられるが、本周溝墓ではみられない。
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遺物は、図示したほかに、東溝南半部に壺 ．甕類

44.8gがまとまって出土しているが、いずれも図化

できない微細な破片である。

第19号方形周溝墓 （第285図）

L25 • L26 • M25 • M26グリッドに位置し、第

314・317号住居跡、第641号土墟、第47• 508号

溝跡と重複する。

全周タイプの方形周溝墓であるが、南溝外辺は不

明瞭である。外周 ・方台部の平面形態は北溝 ・南溝

が平行する台形を呈する。平行する溝は北溝が長く、

南溝が短い。南群の方形周溝墓のなかでは異質な存

在で、第20号方形周溝墓と周溝を交差させるよう

な重複が行われている。

規模は、方台部が南北7.88~8.64mX東西7.50

~11.lOm、周溝外法が東西9.70~16.lOmを測り、

南北は12.08~12.50mと推定される。南北軸の方

位はN-18°-Wを指す。

北溝は、内外辺ともにごくわずかなゆらぎがみら

れるが、ほぼ直線的である。また、 北西隅は鋭角的

なしつかりとした角を形成し、北東隅はやや丸味を

もつ。溝幅は西から東へ向かって狭まり、幅1.84

~2.14m、確認面からの深さ0.26mほどである。

東溝は、内外辺ともに直線的で、溝幅もほぼ一定

している。幅1.98~2.18m、確認面からの深さ

0.22mほどである。

南溝は、外辺が不明瞭で、内辺はごく緩やかに扶

れている。幅1.9~2.0m前後と推定され、確認面か

らの深さ0.14mほどである。

西溝は、内外辺ともにごくわずかなゆらぎがみら

れるが、ほぽ直線的である。溝幅は南から北に向か

って広がり、幅1.60~2.44m、確認面からの深さ

0.51mほどである。

周溝の埋没は自然堆積である。

遺物は壺．甕類141.9gが出土しているが、微細

な破片のため図示し得ない。

第20号方形周溝墓 （第287図）

L26 • M25 • M26 • M27 • N26グリッドに位

置する。軸方向を揃えた方形周溝墓が密集する区域

の北端に所在する。第19・21・ 23号方形周溝墓お

よび第317号住居跡と重複する。

全周タイプの方形周溝墓である。

外周形態は南北に長軸をもつ長方形である。各辺

ともごく緩やかな弧を描くため、各隅とも丸味を帯

びている。周溝外法の規模は、南北13.90~15.22

mX東西12.98~13.82mを測る。

方台部の平面形態も、南北に長軸をもつ長方形を

呈している。南溝 ・西溝は直線的であるが、 北溝は

外辺と同様に緩やかな弧を描いている。東溝中央付

近から東溝南東隅付近の周溝内辺に沿って、幅

1.24m前後、確認面からの深さ0.31mほどのテラ

＼ニロー／ 二二／

゜
19cm 
1 : 4 

第286因 第20号方形周溝墓出土遺物

第104表 第20号方形周溝墓出土遺物観察表 （第286図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備 考

1 高坪 (21.8) (5.1) ABCEG B 橙 10 風化 •調整痕不明瞭

2 小型甕 74 7.5 7.6 ABCEG B にぶい黄橙 95 No2 焼成後穿孔
3 台付甕 13.6 (16.5) BCEG B 浅黄～橙 45 風化・調整痕不明瞭
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第20号方形周溝墓

1 暗褐色土

黄褐色土粒子微量

2 暗灰褐色粘質土

炭化物多黄褐色土粒子多

3 暗灰褐色粘質土

炭化物微量黄褐色土粒子多

4 暗灰褐色粘質土ブロック

＋灰褐色粘土ブロック

炭化物微歴

5 暗灰褐色粘質土ブロック

＋青灰褐色粘土ブロック

6 にぶい黄褐色土

地山崩落士炭化物微量

゜
2,m 
I •60 

第287図 第20号方形周溝墓
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ス部が付設されている。この付近の周溝外辺は、わ

ずかに外方に張り出している。テラス部を含めた方

台部の規模は、南北10.30~11.42mX東西9.60~

9.90mほどである。

南北軸の方位はN-40° -Wを指す。

北溝はごく緩やかな弧を描き、内外辺ともにごく

わずかなゆらぎがみられる。溝幅は、西から東へ向

かって狭まり、幅1.44~2.10m、確認面からの深

さ0.66mほどである。また、北東隅付近では、溝

底が段差をもって浅くなっている。
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第21号方形周溝墓
1 暗褐色士灰褐色粘土プロック 炭化物

2 暗褐色士灰褐色粘土プロック多 炭化物

3 にぶい黄褐色シルト ＋暗褐色土

゜
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第288図 第21号方形周溝墓
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第289図 第21号方形周溝墓出土遺物

第105表 第21号方形周溝墓出土遺物観察表 （第289図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備 考

1 壺 (27.5) 6.0 ABCEG B にぶい橙 95 外面～口縁部内面赤彩痕
2 壺 10.2 17.2 7.0 BCGI B 明褐 90 Nol 単節RL
3 高坪 (4.2) (12.8) ABCEG B にぶい赤褐 5 風化・調整痕不明瞭
4 台付甕 (3.7) (9.8) ABCEG A 橙 5 
5 台付甕 (3.9) (9.0) ABCGI B にぶい橙 5 風化・調整痕不明瞭

東溝は、内外辺ともにゆ らぎがみられ、特にテラ

ス部が付設されている部分は著しい。幅1.46~1.74

m、確認面からの深さ0.44mほどである。

南溝は、テラス部が付設されている東端の溝幅が

広く、西に向かって狭ま っている。幅1.40~2.34

m、確認面からの深さ0.80mほどである。

西溝は、外辺が緩やかな弧を描くのに対し、内辺

は直線的である。溝幅は中央付近が広く、両端に向

かって狭ま っていく 。幅1.40~2.02m、確認面か

らの深さ0.59mほどである。

周溝の埋没は自然堆積で、方台部側から堆積が始

まった状況をみることができる。下層付近には暗灰

褐色粘質土ブロ ックがみられ、その上層には炭化物

を多く含む暗灰掲色粘質土が堆積している。

遺物は、北溝中央付近外壁際および、南溝南東隅

よりにまとまった分布がみられる。図示したほかに、

壺 ．甕類470.2g、椀．鉢類12.0gの図化できない

微細な破片も出土している。

第21号方形周溝墓（第288図）

M27 • M28 • N27 • N28グリッドに位置する。

軸方向を揃えた方形周溝墓が密集する区域に所在

し、第20• 22 • 23 • 24号方形周溝墓と重複する。

確認面の高さの違いから、第22• 24号方形周溝墓

よりも新しい。

南東・南西の二隅が切れると思われる方形周溝墓

である。西溝・北溝・東溝が「コ」の字形に連結し、

南溝は単独の溝である。但し、北西隅が第20号方

形周溝墓と重複するため、 三隅が切れる可能性も残

されている。東溝・西溝の南端部は南溝に向かって

屈曲している。溝が途切れるブリッジ幅は、南東隅

1.12m、南西隅0.82mを測る。

外周・方台部の平面形態は、南北に長軸をもち、

北溝・南溝が平行する台形気味の隅丸長方形を呈し

ている。規模は、方台部が南北12.80~13.92mX

東西9.48~11.00m、周溝外法が南北16.86~17.10

mX東西12.04~13.58mを測る。南北軸の方位は

N-35° -Wを指す。
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北溝は、内外辺ともに直線的で、南北軸に直交す

るラインよりも南側に方向をとる。外辺が北東隅で

弧を描くのに対し、内辺はしっかりとした角を形成

している。幅1.52~1.86m、確認面からの深さ

0.37mほどである。

東溝は、南端が南溝東端を意識した方向にわずか

な屈曲がみられる。内外辺ともわずかに外反し、内

辺中央付近の内方への張り出しは著しい。幅1.32

~1.82m、確認面からの深さ0.42mほどである。

南溝は、外辺中央付近がわずかに括れている。幅

1.68~l.92mX長さ9.08m、確認面からの深さ

0.41mほどである。溝底は西半部に段差をもつ。

西溝は、南端部が南溝西端に向かって屈曲する。

わずかなゆらぎがみられるが、内外辺ともに直線的

である。幅1.08~1.36m、確認面からの深さ0.36

mほどである。

周溝の埋没は、自然堆積である。覆土の観察から、

周溝の周囲から埋没していった様子が窺われる。

遺物は、東溝南半部と南端部にまとまった分布が

みられる。図示したほかに、壺．甕類547.3g、尚

坪・器台類40.7gの固化できない微細な破片も出土

している。また、モモの種子 1点も発見されてい

る。

第289図2は、壺である。外面の口縁部から胴部

上半および口唇部には、 単節RLの縄文が施文され

ている。

勺—―函。「 勺

＝ ＝ 
SJ318 

R22 B' 

二 g 

<(| ＜ 笈I

B 23 DO B' 
SR24 SR22 SK656 

第22号方形周溝墓

1 暗褐色粘質土 黄～青灰色粘土プロック多炭化物微贔
2 暗褐色粘質土灰黄～青灰色粘士プロック 炭化物やや多

3 暗褐色粘質士ブロック＋灰黄～青灰色粘質土ブロック 炭化物微昆

第290図第22号方形周溝墓
゜

4m  
1.1れ）
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第22号方形周溝墓（第290図）

M27 • M28 • N27 • N28グリッドに位置する。

軸方向を揃えた方形周溝墓が密集する区域に所在

し、第21• 24号方形周溝墓、第318号住居跡、第

656号土堀、第509号溝跡と重複する。確認面の高

さの違いから第21号方形周溝墓よりも、また覆土

の堆積状況から第24号方形周溝墓よりも古い。

南東・南西の二隅が切れる方形周溝墓である。西

溝・北溝・東溝が「コ」の字形に連結し、南溝は単

独の溝である。溝が途切れるブリッジ幅は、南東隅

0.84m、南西隅2.50mを測る。

外周・方台部の平面形態は、隅丸方形である。規

模は、方台部が南北9.24~9.62mX東西8.54~9.32

m、周溝外法が南北10.34~11.54mX東西10.96

~11.90mを測る。南北軸の方位はN-38° -Wを

指す。

北溝は、他溝に比べ幅が狭い。幅0.66~0.80m、

確認面からの深さ0.43mほどである。西半部の溝

底には南北0.44mX東西2.44mX溝底からの深さ

0.48mほどの楕円形の掘り込みがみられる。

東溝は、方向を同じくする 2条の溝が連結したよ

うな状態を呈している。北東隅から中央付近にかけ

て幅が広くなり、ここで一段狭まり、外辺・内辺が

平行して南端部に至る。中央付近では溝底も比高差

0.14mほどの段差をもつ。幅1.32~1.66m、確認

面からの深さ0.36mほどである。

南溝は、外辺が緩やかな弧を描き、内辺は直線的

である。幅0.64~1.26mX長さ5.64m、確認面か

らの深さ0.13mほどである。

西溝は、南端付近で内外辺ともに括れるほかは、

直線的である。幅0.68~1.26m、確認面からの深

さ0.40mほどである。

周溝の埋没は自然堆積で、粘質土ブロックと炭化

物を含む暗褐色土が堆積している。

遺物は、西溝南端部にまとまった分布がみられる。

図示したほかに、壺・甕類655.lgの図化できない

微細な破片も出土している。

第23号方形周溝墓（第291図）

N26グリッドに位置し、軸方向を揃えた方形周

溝墓が密集する区域に所在する。第20• 24号方形

周溝墓、第 7号古墳跡、第653• 654号土壊、第

512 • 513 • 200 • 231号溝跡と重複する。確認面

の高さの違いから、第24号方形周溝墓よりも新し

し‘°

「L」字形に屈曲する北溝・西溝のみが検出され

ている。このような状況から、単に「L」字形に屈

曲する溝跡と捉えることもできるが、調査所見では

方形周溝墓として認識していたこと、南北軸方向を

周囲の方形周溝墓と揃えること、軸を揃えた方形周

溝墓が密集する区域に位置すること、南群の方形周

溝墓にほぼ同規模のものが2基も存在することなど

から、第23号方形周溝墓として報告する。

第23号方形周溝墓では、北溝東半部から東溝は

第7号古墳跡をはじめ、重複する遺構によって壊さ

れている。また、南溝が位置する付近には、溝跡が

発見されていない。しかし、発見された北溝・西溝

も確認面からの深さが浅く、南溝は削平されてしま

った可能性もある。このような検出状況から、周溝

が「コ」の字形に巡るのみで完結する方形周溝墓、

もしくは四辺を巡る周溝の南東・南西の二隅が切れ

る方形周溝墓と推定される。ただし、南溝が位置す

る付近の確認面が他の遺構の影響を受けていないこ

とから、「コ」の字形周溝の方形周溝墓となる可能

性が高い。

「コ」の字形周溝の方形周溝墓と仮定した場合、

外周・方台部の平面形態は方形である。規模は、西

溝の長さから方台部が一辺7.3m前後、周溝外法が

一辺8.lm前後と推定される。南北軸の方位はN-

34° -wを指す。

北溝は、西半部のみが検出されている。幅0.84

~0.90m、確認面か らの深さ0.14mほどである。

西溝は、幅0.84~1.12m、確認面からの深さ0.13

mを測る。

遺物は出土していない。
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第291図

第24号方形周溝墓（第292図）

第23号方形周溝墓

北辺東半部のみが掘削されている。東端部は第21

N26 • N27 • 026グリッドに位置し、軸方向を

揃えた方形周溝墓が密集する区域に所在する。第

21・22・23号方形周溝墓、第325号住居跡、第

47・517号溝跡と重複する。確認面の高さの違い

から第21• 23号方形周溝墓よりも古く、覆土の堆

積状況から第22号方形周溝墓よりも新しい。

他の遺構との重複から明確ではないが、

くは三隅が切れる方形周溝墓である。少なくとも、

南東・北西の二隅が途切れることは確実である。北

東隅は第21• 22号方形周溝墓と重複するため明ら

かではないが、東溝北端壁の立ち上がりも窺われ

る。

外周・方台部の平面形態は、長軸を南北方向にも

つ長方形である。規模は、方台部が南北12.lm前

後x東西8.5m前後、周溝外法が南北14.3m前後X

東西12.0m前後を測る 。南北軸の方位は N-

30° -Wを指す。

二隅もし

北溝は、北辺中央付近に西端壁立ち上がりをもち、

号方形周溝墓と重複する。幅1.28~1.76m、確認

面からの深さ0.21mほどである。

東溝は、北端部が第21号方形周溝墓と重複する。

南端部は立ち上がり、 ブリッジを形成している。 2
 

条の溝が連結したような状態を呈し、「S」字形に

彎曲する溝に溝状のテラス部が付設されている。

「SJ字形に彎曲する溝部の規模は、幅0.74~1.36

mX長さ8.78m、確認面からの深さ0.77mを測る。

テラス部は、最大幅2.14mX長さ9.78m、確認面

からの深さ0.44mほどである。「SJ字形に彎曲す

る溝部北端からテラス部南端までの長さは、 10.78

mが検出されている。

南溝は、東端～中央付近が第325号住居跡と重複

し、西溝に繋がる西端付近のみが検出されている。

緩やかな弧を描き、幅は他の溝に比べ狭い。幅

0.44~0.74m、確認面からの深さ0.46mほどであ

る。

西溝は、北端部の一部が第47号溝跡に攪乱され
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第24号方形周溝墓
1 灰黄褐色粘質上プロック＋黒褐色土ブロック

炭化物微量人為的埋戻し

2 黒褐色粘質上ブロック＋灰黄褐色粘質土ブロック

炭化物多人為的埋戻し

3 暗褐色上

灰黄褐色土粘質土粒子・プロック 炭化物多

4 暗褐色上ブロック＋灰黄褐色土ブロック

炭化物多量

5 灰黄褐色粘質土

暗褐色粘質土ブロッ ク 炭化物 地山崩落土

6 暗褐色粘質土ブロック＋灰黄褐色粘質土ブロック

地山崩落土

第22号方形周溝墓
7 暗褐色粘質士

黄～青灰色粘土ブロック多 炭化物微量

8 暗褐色粘質士

灰黄～青灰色粘土ブロック 炭化物やや多

9 暗褐色粘質士ブロック 十灰黄～青灰色粘質土プロック

炭化物微量

10 暗掲色粘質土

灰黄褐色粘土ブロック・炭化物微量

11 暗褐色粘質土ブロック＋灰黄褐色粘質士ブロック

第292図 第24号方形周溝墓
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ている。内外辺ともに直線的で、第Y287号住居跡

と重複する南半部のゆらぎが著しい。幅0.72~

1.32m、確認面からの深さ0.78mほどである。

周溝の埋没は、下層の 3~ 6層が自然堆積、上層

の1• 2層が人為的埋没と観察されている。下層は

方台部側から埋没が始まり、覆土には炭化物を多く

含んでいる。周溝がある程度埋没した段階で、灰黄

褐色・黒褐色のブロックや粘質土ブロックが埋め戻

されている。

遺物は、図示したほかに壺・甕類244.5g、高

8' ---

B 23. 50 

S0261 

SR16 

B' 
SD262 

勺
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坪・器台類9.8g、椀．鉢類13.2gの図化できない微

細な破片も出土している。

第25号方形周溝墓（第293図）

026 • 027 • P26 • P27グリッドに位置する。

南東隅が第26号方形周溝墓と重複し、この南東隅

が切れる方形周溝墓と思われる。ブリッジ幅は、

0.40mを測る。

外周・方台部の平面形態は、東溝・西溝が平行す

る台形を呈している。規模は、方台部が南北6.10

~7.04m X東西5.16~5.78m、周溝外法が南北

第25号方形周溝墓
1 灰褐色士 炭化物粒子微量

明灰褐色土粒子多

2 暗灰褐色土 炭化物粒子少

明灰褐色土粒子微贔 白色粒子少

3 暗灰色土 炭化物粒子少焼土粒子微量

明灰褐色土粒子少

4 明灰褐色土 明灰褐色上ブロック

5 灰褐色土 粘性強炭化物粒子微籠

明灰褐色土ブロック少

胃。

｀ 
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g 

笈゚I 

゜
2m  
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4,m 
1 : 120 

□ 1 

゜
19cm 
1 • 4 

第293図 第25号方形周溝墓・出土遺物

第106表 第25号方形周溝墓出土遺物観察表 （第293図）

番：I：丑I]凸I]□I底ィ至1:::I□I i]::̀ : 残：｀｀］；ijif二欠的被：ーよる赤色化
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7.50~8.68m X東西7.54~7.72mを測る。南北軸

の方位はN-36° -Wを指す。

北溝は、西端付近が第262号溝跡に攪乱されてい

る。内外辺ともに直線的であるが、 ゆらぎもみられ

る。北東隅は外辺がほぽ直角に屈曲するのに対し、

内辺は鈍角な屈曲を示す。溝幅は西から東に向かっ

て広くなり、 0.68~1.04mを測る。確認面からの

深さは0.59mほどである。

東溝は、内外辺とも緩やかな弧を描き、南先端部

が第26号方形周溝墓と重複する。溝幅は北から南

に向かって狭まり、 0.82~1.26mを測る。確眩面

からの深さは0.61mほどである。

南溝は、東西軸と方向を違え、鈍角な南西隅は丸

味を帯びる。内外辺ともわずかに弧を描き、東端付

近で第26号方形周溝墓と重複する。幅0.52~0.72

m、確認面からの深さ0.35mほどである。

西溝は、 わずかに外反し、中央付近は第262号溝

跡に攪乱されている。幅0.66~0.96m、確認面か

らの深さ0.31mほどである。
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第294図

周溝の埋没は、自然堆積である。

遺物は、北西隅付近にまとまった分布がみられる。

床面直上のものはなく、覆土3 • 4層に集中する。

図示したほかに、壺．甕類1075.5g、高坪・器台類

33.8gの図化できない微細な破片も出土している。

第26号方形周溝墓 （第295図）

P27 • P28 • P29 • Q27 • Q28 • Q29グリッ

ドに位置する。南東隅が調査区外にあるため明確で

はないが、南溝東端に立ち上がりが認められること

から、一隅が切れる方形周溝墓と思われる。

外周・方台部の平面形態は、北溝・南溝が平行す

る台形を呈している。各辺の中央付近を計測した規

模は、方台部が南北11.08mX東西9.24m、周溝外

法が南北15.56mX東西10.72mを測る。南東隅が

調査区外にあるため東西方向の最大規模は明確では

ないが、方台部13.5m前後、周溝外法15.6m前後

と推定される。南北軸の方位はN-36°

す。

-Wを指

北溝は、北西隅で第25号方形周溝墓と重複する。

゜
1知
1 4 

第26号方形周溝墓出土遺物

第107表 第26号方形周溝墓出土遺物観察表 （第294図）

番：I器:種 | ]f: I匠言I:: I：言五:]1焼［］ ：言： 残□I：ここ］］象部内面赤彩考
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第295図第26号方形周溝墓

内外辺ともに直線的で、ほほ平行する。溝幅は他溝

に比べて広く、 2.72~2.90mを測る。確認面から

の深さは0.42mほどである。

東溝は、北溝から鈍角に屈曲し、南に向かうに従

って、外方に張り 出す。南端は調査区外にある。外

辺はごくわずかに外反する。内辺は、北東隅付近で

屈曲して内側に張り出し、ここから緩やかな弧を描

きながら南に向かっている。幅は北東隅1.28m、

内辺張り出し部頂点付近1.74m、検出範囲南端部

1.30mを測る。確認面からの深さは0.51mほどで

ある。

南溝は、外辺の中央付近から南西隅に沿って、幅

0.45~1.26mのテラス部が付設されている。また

東端付近では、外辺が「z」字形に屈曲し、東端立
ち上がりに至る。この部分の溝幅は、中央付近から

南西隅に比べて狭くなっている。溝底も西端付近で
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第296図第27号方形周溝墓

比高差0.32mほどの段差をもつ。溝幅は東先端部

付近が0.78m、他は1.34~1.56m、確認面からの

深さ0.65mほどである。

西溝は、外辺が緩やかな弧を描き、内外辺が連動

して、大きな単位のゆらぎがみられる。溝幅は南か

ら北に向かって狭まり、溝底には所々に比嵩差

0.09~0.24mほどの段差がみられる。幅0.96~

2.12m、確認面からの深さ0.70mほどである。

遺物は、南溝中央付近から壺が倒立した状態で発

見されている。図示したほかに、壺・甕類299.2g

の図化できない微細な破片も出土している。

第27号方形周溝墓 （第296図）

R28グリッドに位置する。

南部が第315号溝跡に攪乱され明確ではないが、

北西に所在する第25号方形周溝墓と同規模で、軸

方向もほぼ一致する ことから、第25号方形周溝墓

と同様の一隅切れもしくは全周タ イプの方形周溝墓

と思われる。

外周・ 方台部の平面形態は、第25号方形周溝墓

と同様に、南北に長軸をもつ長方形である可能性が

高く、わずかに台形気味を呈している。規模は、方

台部が南北4.5m以上X東西4.40~4.96m、周溝外

法が南北5.0m以上X東西6.03~6.56mを測る。南

北軸の方位はN-37° -Wを指す。

北溝は溝幅が狭く、 0.44~0.70mを測り、確認

面からの深さは0.28mほどである。

東溝は北溝からやや鈍角に屈曲し、南方に向かう

に従って、わずかに外方に張り出す。幅0.76~1.06

m、確認面からの深さは0.42mほどである。また

北半部溝底には、方形の周溝内土堀がある。規模は、

南北l.32mX東西0.66mX溝底からの深さ0.20m

である。土墟西壁際には、脆弱なため取り上げるこ

とはできなかったが、薄い木片が検出されている。

西溝も北溝からやや鈍角に屈曲し、南方に向かう

に従って、わずかに外方に張り出す。幅0.66~

0.82m、確認面からの深さは0.37mほどである。

遺物は壺．甕類131.7g、高坪・器台類24.2gが

出土しているが、微細な破片のため図示し得ない。
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3.木棺墓
第1号木棺墓（第297図）

K20グリッドに単独で発見された。土壊に直接

木棺を安置した墓壊で、周囲に周溝等の付属施設は

検出されていない。

土堀は北壁・東壁にテラスをもつ掘形で、長軸長

3.52m、短軸長1.61mを測る。平面形態が楕円形

で、テラス部を有する北壁・東壁の丸みが強い。テ

ラス部を除く箇所は、長軸長3.20m、短軸長1.23

mの平面長方形を呈している。長軸軸方位はN-

61 ° - Eを指す。底面にはわずかながらも凹凸が

みられ、長軸方向では端部が窪んでいる。底面とテ

ラス部の比高差は均ーではなく、北壁西側から東壁

に向かって下りの傾斜をもつ。

木棺は剖抜式で、底部に幅0.27~0.33mの平坦

面をもつことから、舟形木棺と推定される。身部の

みの出土で、蓋部は消失していた。木棺の規模は、

外法が長さ約2.4m、幅約0.6m、深さ約0.15~0.2

m、内法が幅約0.5m前後、深さ約0.05~0.15mほ

どである。西端部より 0.15m内側の木口部は、検

出された板材や粘土から、小規模な木片を芯材にし

た粘土によって閉塞されていたものと推測される。

棺の安置手順は、①テラスを有する土城掘削→②

テラス部付近まで人為的に埋戻して棺安置面を整地

（覆土 3層）→③棺の安置→④木棺を安定させるた

め、棺身周囲の埋戻し（覆土2層）→⑤棺の被覆の

順に行われたものと推定される（③ ・④は順序が入

れ代わる可能性がある）。 棺中央部から粘土が検出

されているが、棺全体を被覆していた状況は看取で

きない。

副葬品や供献土器等の遺物は出土していない。

第298図1の棺身は、残存長230.4cm、厚さ8.2cm

を測る。柾目方向に割れており、幅は52.5cm程度

と推定される。内面は堅によって剖り抜かれて成形

され、外面には竪による調整が施されている。樹種

は、広葉樹のヤマグワ （クワ科クワ属）と同定され

ている。

第299図2 • 3は、木口部芯材に用いられていた

板材である。2は、高さ4.5cm、幅13.1~14.2cm、

厚さ0.9cmを測る。一辺が面取りされ、面取り幅1.6

cmである。3は、高さ4.1cm、幅13.0cm、厚さ1.4cm

を測る。

第299図4 • 5は、直接的な木棺材ではない。出

土状況の記録が曖昧なため明確ではないが、木棺を

安置する際に用いられた可能性が考えられる。とも

に被熱痕が明瞭に残存し、 5は顕著である。4は台

形を呈した扁平材で、端部は面取りされている。残

存長16.0cm、幅12.7cm、厚さ4.1cmほどである。5

は幅広な棒状の扁平材で、端部は面取りされている。

残存長85.4cm、幅13.7cm、厚さ4.3cmを測る。
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｀こ 第298図 第1号木棺墓木棺
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第299図 第 1号木棺墓木口材・出土木製品
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4．土堰
北島遺跡第19地点から発見された土城は、総数

790基を数える。本報告が対象とするのは、このう

ち214基（第498~711号土堀）である。 これらの

土渡は、古墳時代前期のものが主体となっている。

また、『北島遺跡V』・『北島遺跡VI』において報告

対象としなかったものも含んでいる。

分布は、住居跡の分布とほぼ合致する。用途や、

重複 ・近接する住居跡との相関関係等を推定できる

ものは少ない。しかし、住居跡と分布域を合致させ

ることから、当時の生活において有用な機能を備え

た施設として捉えることができる。また、 2~ 3基

もしくは 5~ 6基前後が集中する傾向もみ られる

が、その規則性や性格等は明らかではない。

遺物を全く出土しない土堀が多く、時期を特定し

うる資料に欠ける。他の遺構と重複する場合には、

覆土の堆積状況からみた新旧関係から、相対年代が

求められるにすぎない。また、遺物を出土する土城

においても、出土量はきわめて少ない。多くの遺物

が微細な破片であり、時期を決定づけられるものが

少ない。

第498号土塙 （第300図）

ZW21グリッドに位置する。

平面形態は、円形である。長軸長1.12m、短軸長

0.94m、確認面からの深さ0.27mを測る。長軸方
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位は、 N-43°-Eを指す。底面は、緩やかな凹

面を呈している。壁は外傾気味に立ち上がる。

遺物は出土していない。

第499号土堀 （第300図）

Z X20グリッドに位置する。

平面形態は、円形である。長軸長0.88m、短軸

長0.71m、確認面からの深さ0.25mを測る。長軸

方位は、 N-81° -Eを指す。底面は平坦で、壁

は直立気味に立ち上がる。

遺物は、高坪・器台類31.5gが出土しているが、

微細な破片のため図示し得ない。また、モモの種子

1点も発見されている。

第500号土堀（第300図）

Z X22グリッドに位置する。

平面形態は、円形である。長軸長1.02m、短軸

長0.78m、確認面からの深さ0.20mを測る。長軸

方位は、 N-0° -Eを指す。底面は、緩やかな凸

面を呈している。壁は外傾気味に立ち上がる。

遺物は出土していない。

第501号土堀 （第300図）

Z Z22グリッドに位置する。

平面形態は、不整形である。長軸長0.80m、短

軸長0.58m、確認面からの深さ0.23mを測る。長

軸方位は、 N-28°-Wを指す。底面は平坦で、

壁は外彎気味に立ち上がる。

遺物は出土していない。

第502号土塙 （第300図）

Z Z22グリッドに位置する。

平面形態は、不整形である。長軸長0.82m、短

軸長0.60m、確認面からの深さ0.19mを測る。長軸

方位は、 N-66°-Eを指す。底面は平坦で、壁は

外傾気味に立ち上がる。

遺物は出土していない。

第503号土堀 （第300図）

Z Z25グリッドに位置する。

平面形態は、長方形である。長軸長2.06m、短

軸長1.66m、確認面からの深さ0.31mを測る。長

軸方位は、 N-7°-Eを指す。底面は平坦で、壁

は外傾気味に立ち上がる。

遺物は出土していない。

第504号土城 （第301図）

A21グリッドに位置する。

平面形態は、不整楕円形である。長軸長1.59m、

短軸長1.30m、確認面からの深さ0.21mを測る。

長軸方位は、 N-72°-Eを指す。底面は、北か

ら南へ緩やかに傾斜している。壁は外傾する。

遣物は出土していない。

第505号土壊 （第301図）

A20 • A21グリッドに位置する。

平面形態は、長方形である。東西長1.14m、確

認面からの深さO.llmを測る。南北方位は、 N-

5° -Eを指す。底面は平坦で、壁は外傾気味に立

ち上がる。

遺物は出土していない。

第506号土爛（第301図）

B28グリッドに位置する。

平面形態は、円形である。長軸長0.82m、短軸

長0.75m、確認面からの深さ0.50mを測る。長軸

方位は、 N-52°-Eを指す。底面は、凹面を呈

している。壁は内彎気味に立ち上がる。

遺物は出土していない。

第507号土堀（第301図）

C 16グリッドに位置する。重複する第468号溝

跡よりも新しい。

平面形態は、楕円形である。長軸長1.20m、短

軸長0.87m、確認面からの深さ0.50mを測る。長

軸方位は、 N-17°-Wを指す。底面は、短軸方

向が凹面を呈している。壁は、南側が外傾気味に立

ち上がり、ほかは直立する。

遺物は、図示したほかに壺・甕類318.Sgの微細

な破片も出土している。

第508号土堀 （第301図）

C20グリッドに位置する。

平面形態は、不整楕円形である。長軸長1.48m、
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短軸長0.65mを測る。長軸方位は、 N-35° -E 

を指す。底面は、南北方向中央付近に比高差O.lm

ほどの段差がみられる。確認面からの深さは、

0.25~0.36mほどである。壁は緩やかに外傾する。

遺物は出土していない。

第509号土堀（第301図）

Dl9 • El9グリッドに位置する。

平面形態は、楕円形と思われるが、重複する第

12号住居跡とトレンチによって削平されているた

め、平面規模は不明である。確認面からの深さは、

0.15mを測る。底面には、深さ0.2mほどのピット

状の掘込みがみられる。壁は緩やかに外傾する。

遺物は出土していない。

第510号土壊（第301図）

D23グリッドに位置する。

長軸長0.58m、短軸長0.55mの平面形態が円形

と推定される。長軸方位は、 N-35° -Wを指す。

底面は平坦である。確認面からの深さは、 0.20m

を測る。壁は外傾気味に立ち上がる。

壺形土器が、埋設されたような状態で検出されて

いる。近接する第8 • 9号方形周溝墓との関連も予

想されるが、用途は不明である。

図示したほかに、壺．甕類318.2gの微細な破片

も出土している。

第511号土壊（第301図）

El5グリッドに位置する。

平面形態は、円形である。長軸長0.86m、短軸

長0.82m、確認面からの深さ0.16mを測る。長軸

方位は、 N-40° -Wを指す。底面の中央付近に

は、深さ0.05mほどのピット状の掘込みがみられ

る。壁は外傾気味に立ち上がる。

遺物は、微細な土師器片8.7gが出土している。

第512号土壊（第301図）

El5グリッドに位置する。

平面形態は、円形である。長軸長0.69m、短軸

長0.58m、確認面からの深さ0.06mを測る。長軸

方位は、 N-15° -Wを指す。底面は、緩やかな

凹面を呈している。

遺物は、微細な土師器片18.9gが出土している。

第513号土堀（第301図）

E 15グリッドに位置する。

平面形態は、楕円形である。長軸長1.69m、短軸

長1.31m、確認面からの深さ0.70mを測る。長軸

方位は、 N-68° -Eを指す。底面は、東から西へ

緩やかに傾斜している。壁は内彎気味に立ち上がる。

遺物は出土していない。

第514・515・516号土壊（第302図）

El5グリッドに位置する。重複する 3基の土壊

で、新旧関係は第515号土壊が第514• 516号土城

よりも古い。

第514号土壊は、平面形態が不整方形である。長

軸長1.42m、短軸長1.29m、確認面からの深さ

0.08mを測る。長軸方位は、 N-28° -Wを指す。

第515号土堀は、平面形態が長方形である。東西

長1.13m、確認面からの深さ0.48mを測る。長軸

方位は、 N-55° -Eを指す。東壁にテラス部を

もつ。底面は、西から東、南から北へ緩やかに傾斜

している。壁は直立気味に立ち上がる。

第516号土壊は、平面形態が円形である。東西長

0.57m、確認面からの深さ0.16mを測る。底面は

平坦である。

遺物は、第514号土堀より壺．甕類12.0gが出土

しているが、微細な破片のため図示し得ない。

第518号土堀（第302図）

El5・Fl5グリッドに位置する。

平面形態は、長方形である。長軸長1.82m、短

軸長1.11m、確認面からの深さは0.05mと浅い。

長軸方位は、 N-14° -Eを指す。底面は、南北

方向にきわめて緩やかな波状を呈している。

遺物は、壺 ・甕類47.6gが出土しているが、微細

な破片のため図示し得ない。

第517号土堀（第302図）

El5グリッドに位置する。

平面形態は、方形である。長軸長0.68m、短軸
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長0.67m、確認面からの深さ0.19mを測る。長軸

方位は、 N-51° -Eを指す。底面は比較的平坦

で、中央付近が若干の凹面を呈している。壁は外傾

気味に立ち上がる。

遺物は出土していない。

第520号土塀（第302図）

E15・E16グリッドに位置し、北半部は調査区

外にある。

平面形態は、方形である。東西長1.30m、確詑

面からの深さ0.13mを測る。底面は平坦で、壁は

外傾する。

遺物は出土していない。

第519号土堀（第302図）

E 15グリッドに位置する。第196号住居跡の北西

コーナ一部付近と重複する。第196号住居跡炉の検

出状況から、新旧関係は第519号土墟の方が新しい。

平面形態は、不整形である。長軸長1.83m、短

軸長1.38m、確認面からの深さ0.47mを測る。長

軸方位は、 N-41° -Eを指す。中央～北半が深

く掘り込まれ、南半部はテラス状に広がる。

遺物は、因示したほかに壺・甕類234.7gが出土

している。

第522• 523号土壊（第302図）

E16グリッドに位置する。重複する 2基の土城

で、新旧関係は明確ではない。

第522号土堀は、平面形態が楕円形である。長軸

長1.41m、短軸長1.10m、確認面からの深さ0.16

mを測る。長軸方位は、 N-65° -Eを指す。

第523号土塙は、平面形態が方形である。長軸長

1.34m、短軸長1.06m、確認面からの深さ0.10m

を測る。長軸方位は、 N-37° -Eを指す。

いずれの土城も、底面は、南から北方向へ傾斜し

ている。壁は外傾する。

遺物は、第523号土壊には磨石片が混入している。

また、第522号土城から壺・甕類42.7gが出土して

いるが、微細な破片のため図示し得ない。

第521号土堀（第303図）

El5・E16グリッドに位置する。

平面形態は、楕円形である。長軸長1.18m、短

軸長0.85m、確認面からの深さ0.10mを測る。長

軸方位は、 N-46° -Eを指す。底面は、西から

東に傾斜している。壁は外傾する。

遺物は、壺・甕類7.2gが出土しているが、微細

な破片のため図示し得ない。

第524号土塙（第303図）

E 17グリッドに位置する。第43号住居跡に攪乱

されている。重複する第198号住居跡との新旧関係

は明確ではない。

平面形態は、方形である。東西長1.46m、確認

面からの深さ0.08mを測る。東西軸の方位は、

N-58° -Eを指す。底面は平坦で、壁は外傾気

味に立ち上がる。

遺物は、壺・甕類43.7gが出土しているが、微細

な破片のため図示し得ない。

第525号土堀（第303図）

E 18グリッドに位置する。重複する第200号住

居跡との新旧関係は明確ではない。

平面形態は、長方形である。長軸長1.53m、短

軸長1.08m、確認面からの深さ0.09mを測る。長

軸方位は、 N-54° -Wを指す。底面は平坦で、

壁は外傾気味に立ち上がる。

遺物は、壺・甕類26.0gが出土しているが、微細

な破片のため図示し得ない。

第526号土堀（第303図）

E22グリッドに位置する。第77号溝跡に攪乱さ

れている。

平面形態は、方形である。東西長0.87m、確認

面からの深さ0.08mを測る。東西軸の方位は、 N-

68° -Eを指す。底面は、重複する第77号溝跡に

向かって傾斜している。

遺物は出土していない。

第530号土堀（第303図）

F15グリッドに位置する。

-319-



第521号土壊(El5 • El6Gr) 

呵 <(1 1 

第524号土i廣(El7Gr)

口 ぎ

<I.¥／へ、

応 ・52

B 

［言
弟 5号土i廣(El8Gr)

4 ＼ 

町

g 

B 23 50 

<(I ~I 応葵
B' 

~SJ43 

言

g 

］ :; I 

0/ 

言“”／／／／二言

A 23 90 

;;:[l) 1 

A' 

冒
第526号土壊(E22Gr) 第530号土壊(Fl5Gr)

言

第529号土壊(El4• Fl4Gr) 

田

(ll 
I 

［口 ¥I
A 23.90 (llI A' 

］ 

，
 

．
 

,8
 

0
6
 C
l

m
]
 

rl

A-

G
 3
1
:
 

5
 
第

ー

―

A
-

B
 

B 23. 90 

言

第532号土壊(Fl6Gr)

B 23. 90 

B' 

B' 

SJ101 

Pit ¥ 
ム

B' 

冒

第527• 528号土i廣(E22Gr)

←丸

B 

<(I 

，゚
 

2
 

0
6

図

く

3

7

c

 ロロ
B

k
 s
 

c' 

量
第533号土壊(F26Gr)

／ ‘ 
＼ ： 

＼ ム
呂

＜引： 

B' 

トレンチ

A 23.90 A' 

言

第524号土壊

1 暗褐色土

2 褐灰色土

第525号土壊

1 暗黒褐色土

2 黄褐色土

第529号土壊

1 黒褐色士

2 暗褐色士

3 暗褐色士

黄灰色粘土プロック微最

灰白色粘土粒子少

炭化物粘性強

炭化物なし粘性強

黄褐色粘士ブロック多贔

炭化物少最

黄褐色粘士ブロック微量

黄褐色粘土ブロック多量

第531号土壊

1 暗褐色土

2 黄褐色土

第532号土壊

1 暗褐色上

2 黄褐色上

黄褐色粘上粒子・焼土粒子・炭化物粒子微最

黄褐色粘上プロック多

黄灰色粘土粒子多星

焼土 ・炭化物微量

゜
2m 
＇ 1 60 

第303図 土壊（4)

-320-



平面形態は、楕円形である。長軸長1.23m、短

軸長0.99m、確眩面からの深さ0.10mを測る。長

軸方位は、 N-62° -Wを指す。底面は平坦で、

壁は外傾気味に立ち上がる。

遺物は出土していない。

第527号土堀（第303図）

E22グリッドに位置する。

平面形態は、楕円形である。長軸長0.78m、短

軸長0.67m、確認面からの深さ0.37mを測る。長

軸方位は、 N-81°-Eを指す。底面は平坦で、

壁は外傾気味に立ち上がる。 ＇ 

遺物は、壺 ・甕類80.9gが出土しているが、微細

な破片のため図示し得ない。

第528号土堀（第303図）

E22グリッドに位置する。

平面形態は、円形である。長軸長0.48m、短軸

長0.45m、確認面からの深さ0.34mを測る。長軸

方位は、 N-90° -Eを指す。

遺物は出土していない。

第529号土城（第303図）

E14・F14グリッドに位置する。重複する第27

号住居跡・第32号土堀よりも古い。

平面形態は、楕円形である。長軸長1.06m、短

軸長0.82m、確認面からの深さ0.21mを測る。長

軸方位は、 N-0° -Eを指す。底面は平坦で、壁

は外反気味に立ち上がる。

遺物は、壺・甕類17.0gが出土しているが、微細

な破片のため図示し得ない。

第531号土堀（第303図）

F15グリッドに位置する。南半部をトレンチに

よって削平されている。

平面形態は、隅丸方形である。東西長0.62m、

確認面からの深さ0.17mを測る。南北軸の方位は、

N-0° -Eを指す。底面は平坦で、壁は直立気味

に立ち上がる。

遺物は、微細な土師器片13.5gが出土している。

また、歯・骨片等も検出されている。分析の結果、

ヒトの上下顎歯牙と判明し、年齢30歳前後の男性

のものと推定されている。

第532号土堀（第303図）

F16グリッドに位置する。重複する第202• 203 

• 204号住居跡、第480号溝跡との新旧関係は明確

ではない。

平面形態は、楕円形である。長軸長2.26m、短

軸長1.10m、確認面からの深さO.llmを測る。長

軸方位は、 N-40° -Wを指す。底面には、きわ

めて緩やかな凹凸がみられる。壁は外傾気味に立ち

上がる。

遺物は、壺・甕類156.lgが出土しているが、微

細な破片のため図示し得ない。

第533号土堀（第303図）

F26グリッドに位置する。重複する第13号方形

周溝墓との新旧関係は明確ではない。

平面形態は、隅丸長方形である。長軸長1.87m

以上、短軸長2.38m、確認面からの深さ0.18mを

測る。長軸方位は、 N-43° -Wを指す。底面に

は、きわめて緩やかな凹凸がみられる。壁は外傾気

味に立ち上がる。

遺物は出土していない。

第534号土堀 （第304図）

G13・G14グリッドに位置する。

平面形態は、長方形である。長軸長1.18m、短

軸長0.90m、確認面からの深さ0.17mを測る。長

軸方位は、 N-30° -Eを指す。底面は、きわめ

て緩やかな凹面を呈している。壁は外傾気味に立ち

上がる。

遺物は出土していない。

第535号土堀（第304図）

G15グリッドに位置する。重複する第213号住

居跡よりも新しい。

平面形態は、円形である。長軸長0.90m、短軸

長0.87m、確認面からの深さ0.05mを測る。長軸

方位は、 N-34° -Wを指す。底面の中央付近に

は、深さ0.03mのピット状の掘込みがみられる。
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1 褐色土

2 黄褐色士

炭化物粒子少 白色微粒子少

炭化物粒子少

炭化物粒子多焼土粒子多

炭化物粒子微 白色微粒子少

炭化物粒子少 白色微粒子少

暗褐色土＋灰色粘土

炭化物粒子微

炭化物粒子少 白色微粒子少

炭化物粒子微 白色微粒子微

゜
2m 
＇ 1. 6 0 
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壁は外傾気味に立ち上がる。

遺物は出土していない。

第536号土堀（第304図）

G16グリッドに位置し、 第87号溝跡と重複する。

平面形態は、方形である。長軸長l.OOm、短軸

長0.98m、確認面からの深さ0.25mを測る。長軸

方位は、 N-60°-Wを指す。底面は、重複する

第87号溝跡壁に向かって傾斜する傾向がみられる。

遺物は出土していない。

第537号土壊 （第304図）

G17グリッドに位置する。

平面形態は、長方形である。長軸長1.04m、短

軸長0.64m、確認面からの深さ0.04mを測る。長

軸方位は、 N-11°-Wを指す。底面は平坦で、

壁は外傾気味に立ち上がる。

遣物は、微細な土師器片5.3gが出土している。

第538号土堀 （第304図）

G20グリッドに位置し、第464号溝跡と重複する。

平面形態は、楕円形である。長軸長0.97m、短

軸長0.45m、確認面からの深さ0.16mを測る。長

軸方位は、 N-55°-Eを指す。底面は、中央に

向かって窪んでいる。

遣物は、壺．甕類5.9gが出土しているが、微細

な破片のため図示し得ない。

第539号土爛 （第304図）

G28グリッドに位置する。

平面形態は、楕円形である。長軸長0.54m、短

軸長0.44m、確認面からの深さ0.13mを測る。長

軸方位は、 N-72°-Wを指す。底面は平坦で、

壁は外傾気味に立ち上がる。

遺物は、壺．甕類12.3gが出上しているが、微細

な破片のため図示し得ない。

第540号土塙（第304図）

G28グリッドに位置する。

平面形態は、方形である。長軸長0.91m、短軸

長0.75m、確詔面からの深さ0.16mを測る。長軸

方位は、 N-12°-Wを指す。底面は平坦で、 一

部、大地震に伴う液状化現象による噴砂の影響を受

けている。壁は外傾気味に立ち上がる。

遺物は、壺 ・甕類10.6gが出土しているが、微細

な破片のため図示し得ない。

第541号土塙 （第304図）

H 13グリッドに位置する。中央の円形ピットや

覆土の堆積状況から、古代の掘立柱建物跡柱穴であ

る可能性がある。

平面形態は、方形である。長軸長0.65m、短軸

長0.50m、確認面からの深さ0.52mを測る。長軸

方位は、 N-10°-Wを指す。

遺物は、壺・甕類11.4gが出土しているが、微細

な破片のため図示し得ない。

第542号土堀 （第304図）

H 13グリッドに位置する。中央付近の円形ピッ

トや覆土の堆積状況から、古代の掘立柱建物跡柱穴

である可能性がある。

平面形態は、楕円形である。長軸長1.23m、短

軸長0.98m、確懃面からの深さ0.42mを測る。長

軸方位は、 N-40°-Eを指す。

遺物は出土していない。

第544号土堀 （第304図）

H 13グリッドに位置する。中央付近の円形ピッ

トの位置や深さ、断面の形状から、古代の掘立柱建

物跡柱穴である可能性がある。

平面形態は、円形である。長軸長0.90m、短軸

長0.81m、確認面からの深さ0.60mを測る。長軸

方位は、 N-39°-Wを指す。

遺物は出土していない。

第543号土塙 （第304図）

Hl3グリッドに位置する。

平面形態は長方形で、南東コーナ一部が張り出し

ている。長軸長1.15m、短軸長0.88m、確認面か

らの深さ0.30mを測る。長軸方位は、 N-9°-W  

を指す。底面は平坦で、東壁中央際に浅いピットが

掘り込まれている。壁は外傾気味に立ち上がる。

遺物は、壺 ・甕類35.4gが出土しているが、微細
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